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＜あ行
ぎょう

＞ 

・挨拶
あいさつ

 

 人
ひと

と人
ひと

が出
で

会
あ

った時
とき

や、別
わか

れる時
とき

にかわす礼儀的
れいぎてき

な言葉
ことば

や動作
どうさ

です。 

 挨拶
あいさつ

はコミュニケーション
こみゅにけーしょん

の基本
きほん

です。 

 「あ」明
あか

るく、元気
げんき

に、「い」いつでも、誰
だれ

にでも、「さ」先
さき

に進
すす

んで、「つ」続
つづ

けましょう。 

・圧縮
あっしゅく

永久歪
えいきゅうひずみ

 

 試験片
しけんへん

に長時間
ちょうじかん

の力
ちから

を加
くわ

えて潰
つぶ

して、力
ちから

を取
と

り除
のぞ

いても元
もと

には戻
もど

らなくなった量
りょう

をパーセント
ぱーせんと

で 

表
あらわ

します。 

・圧縮
あっしゅく

成形
せいけい

、コンプレッション
こんぷれっしょん

成形
せいけい

 

 未加硫
みかりゅう

ゴム
ごむ

を温
あたた

めた金型
かながた

のキャビティー
きゃびてぃー

に置
お

いて、圧縮
あっしゅく

成形
せいけい

機
き

で金型
かながた

を閉じて
と

、加圧
かあつ

して成形
せいけい

 

 します。 

・穴
あな

あけ機
き

 

 代表的
だいひょうてき

なものとして、押出
おしだ

し加工
かこう

で作
つく

られたウエザーストリップ
うえざーすとりっぷ

（自動車
じどうしゃ

のドア
どあ

用
よう

シール
しーる

部
ぶ

品
ひん

）に、 

 留め
とめ

具
ぐ

（クリップ
くりっぷ

）を取
と

り付
つ

ける穴
あな

や空気
くうき

を抜
ぬ

く穴
あな

をあける機械
きかい

があります。 

・安全
あんぜん

衛生
えいせい

 

 働
はたら

く人
ひと

の安全
あんぜん

と健康
けんこう

を守
まも

り、快適
かいてき

な職場
しょくば

環境
かんきょう

を作
つく

ることです。 

・安全
あんぜん

確認
かくにん

 

 怪我
けが

や事故
じこ

を起
お

こさない為
ため

に、作業
さぎょう

や動作
どうさ

を始
はじ

める前
まえ

に行
おこな

います。 

 機械
きかい

を動
うご

かす時
とき

や刃物
はもの

を使
つか

う時
とき

は、周
まわ

りの人
ひと

に注意
ちゅうい

します。 

 仕事
しごと

の前
まえ

に点検
てんけん

して作業
さぎょう

を開始
かいし

します。 

 安全
あんぜん

装置
そうち

が正常
せいじょう

に作動
さどう

しなければ、加工
かこう

を始
はじ

めてはいけません。 

 安全
あんぜん

装置
そうち

の点検
てんけん

は事故
じこ

を未然
みぜん

に防
ふせ

ぐことが目的
もくてき

です。 

 設備
せつび

の動作
どうさ

確認
かくにん

をする為
ため

であっても、安全
あんぜん

装置
そうち

を無効
むこう

にしてはいけません。 

 また、安全
あんぜん

装置
そうち

が異常
いじょう

を検出
けんしゅつ

し、リセットボタン
りせっとぼたん

で解除
かいじょ

できても、そのまま生産
せいさん

を続
つづ

けては 

用語集
よ う ご し ゅ う
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いけません。 

 「止
と

める、呼
よ

ぶ、待
ま

つ」のルール
るーる

に従
したが

って行動
こうどう

します。 

・安全
あんぜん

装置
そうち

、安全
あんぜん

機器
きき

 

 通常
つうじょう

時
じ

に、無意識
むいしき

に設備
せつび

を止
と

める装置
そうち

です。 

 「ライトカーテン
らいとかーてん

を遮
さえぎ

る」、「マットスイッチ
まっとすいっち

に乗
の

る」、「リミットスイッチ
りみっとすいっち

が動
うご

く」と、設備
せつび

が止
と

まります。 

・安全
あんぜん

点検
てんけん

 

 
災害
さいがい

防止
ぼうし

の為
ため

に、機械
きかい

、設備
せつび

、工具
こうぐ

などの安全
あんぜん

性
せい

に関
かか

わる機能
きのう

などが正
ただ

しく働
はたら

くかを調
しら

べること 

です。 

 非常
ひじょう

停止
ていし

装置
そうち

や安全
あんぜん

装置
そうち

の作動
さどう

確認
かくにん

は必
かなら

ず始業
しぎょう

前
まえ

に行
おこな

います。 

 点検
てんけん

結果
けっか

を指差呼称
しさこしょう

し、点検
てんけん

表
ひょう

に記録
きろく

します。 

・硫黄
いおう

 

 サルファー
さるふぁー

（Sulphur）で、加硫
かりゅう

剤
ざい

として最
もっと

も多
おお

く使用
しよう

されます。 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

にゴム
ごむ

の特性
とくせい

を持
も

たせる重要
じゅうよう

な配合
はいごう

剤
ざい

です。 

 火災
かさい

により着火
ちゃっか

しやすい固体
こたい

（可燃性
かねんせい

固体
こたい

）です。 

・移行性
いこうせい

 

 ゴム
ごむ

製品
せいひん

に含まれる
ふく

配合剤
はいごうざい

が、塗装
とそう

や樹脂
じゅし

などの接触
せっしょく

する相手物
あいてぶつ

に移り
うつ

、変色
へんしょく

や物性
ぶっせい

低下
ていか

を 

 引
ひ

き起
お

こす現象
げんしょう

です。 

・異材
いざい

混入
こんにゅう

 

 加工品
かこうひん

の一部
いちぶ

に異
こと

なるゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が混
ま

じっている、もしくは異
こと

なるゴム
ごむ

材料
ざいりょう

で加工
かこう

することです。 

 異
こと

なるゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が混
ま

じらない、異
こと

なるゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を使
つか

わないように区分
くぶん

表示
ひょうじ

をします。 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の入
い

れ物
もの

、作業台
さぎょうだい

や加工
かこう

機
き

、型
かた

など材料
ざいりょう

の経路
けいろ

の清掃
せいそう

と異材
いざい

の拾
ひろ

い込
こ

み防止
ぼうし

を徹底
てってい

 

 します。 

・異常
いじょう

処置
しょち

 

 異常
いじょう

とはいつもと違
ちが

うこと、普通
ふつう

ではないことです。 

 日頃
ひごろ

から普通
ふつう

とは何
なに

かを意識
いしき

して、五感
ごかん

を使
つか

って行動
こうどう

します。 

 異常
いじょう

を感
かん

じたら、「止
と

める、呼
よ

ぶ、待
ま

つ」のルール
るーる

に従
したが

うことが大切
たいせつ

です。 
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 「設備
せつび

から異音
いおん

がしていたので、設備
せつび

を停止
ていし

した。」などは耳
みみ

で異常
いじょう

を感知
かんち

した代表
だいひょう

例
れい

です。 

 また、「設備
せつび

から作動油
さどうゆ

がもれていたが動
うご

く」とか「動作
どうさ

が遅
おそ

いが動
うご

く」からといって、そのまま生産
せいさん

を 

 続け
つづ

てはいけません。 

・異物
いぶつ

混入
こんにゅう

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

や製品
せいひん

に配合
はいごう

剤
ざい

以外
いがい

のものが混
ま

じることです。 

 床
ゆか

に落
お

ちたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が、もったいないからといって、拾
ひろ

って使用
しよう

してはいけません。 

 床
ゆか

のゴミ
ごみ

がゴム
ごむ

材料
ざいりょう

に混
ま

じる危険
きけん

があるので、廃棄
はいき

します。 

・異物
いぶつ

不良
ふりょう

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

では無
な

い、ゴミ
ごみ

などの異
こと

なる物
もの

が製品
せいひん

に固着
こちゃく

したり、混入
こんにゅう

したりしたものです。 

・インナー
いんなー

 

 タイヤ
たいや

の空気
くうき

やガス
がす

を封
ふう

じ込
こ

める部材
ぶざい

で、押出
おしだ

し加工
かこう

で作
つく

ります。 

 適正
てきせい

な空気圧
くうきあつ

で使用
しよう

しないと、破裂
はれつ

する危険
きけん

があります。 

 ①空気圧
くうきあつ

過多
かた

 ： センター
せんたー

部
ぶ

の偏
へん

摩耗
まもう

や傷
きず

を受
う

けやすくなります。 

 ②空気圧
くうきあつ

不足
ぶそく

 ： ショルダー
しょるだー

部
ぶ

の偏
へん

摩耗
まもう

や発熱
はつねつ

による損傷
そんしょう

が起
お

こりやすくなります。 

・インナーピン
いんなーぴん

、入
い

れ子
こ

 

 キャビティー
きゃびてぃー

部
ぶ

にはめ込
こ

まれる部品
ぶひん

です。 

・ウエルド
うえるど

、ウエルドライン
うえるどらいん

 

 キャビティー
きゃびてぃー

の中
なか

やダイ
だい

の出口
でぐち

で、材料
ざいりょう

の流
なが

れがぶつかる所
ところ

にできる線状
せんじょう

の模様
もよう

です。 

 ウエルド
うえるど

部
ぶ

の強度
きょうど

が低
ひく

いと、そこから割
わ

れることもあります。 

・ウォーミング
うぉーみんぐ

 

 設備
せつび

や型
かた

を加熱
かねつ

して、加工
かこう

しやすくすることです。 

 規定
きてい

の温度
おんど

に昇温
しょうおん

したことを確認
かくにん

してから加工
かこう

を始
はじ

めます。 

・薄
うす

通
どお

し 

 ロール
ろーる

の間隙
かんげき

を狭
せま

くして、ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を通
とお

すことです。 

 
素練
すね

り効果
こうか

、配合
はいごう

剤
ざい

の分散
ぶんさん

が向上
こうじょう

します。 
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・内
うち

段取
だんど

り 

 生産
せいさん

設備
せつび

を止
と

めて行
おこな

う段取
だんど

り替
が

えです。 

・打
う

ち抜
ぬ

き加工
かこう

 

 抜
ぬ

き型
がた

と平板
ひらいた

の間
あいだ

にゴム
ごむ

のシート
しーと

を挟
はさ

み、抜型
ぬきがた

を押
お

し当
あ

てて形
かたち

を打
う

ち抜
ぬ

く加工
かこう

です。 

・打
う

ち抜
ぬ

き刃
ば

 

 試験
しけん

片
へん

などを打
う

ち抜
ぬ

くための刃物
はもの

で、色々
いろいろ

な形
かたち

があります。 

・エアーコンプレッサー
えあーこんぷれっさー

 

 空気
くうき

を圧縮
あっしゅく

して高
たか

い圧力
あつりょく

で吐出
としゅつ

する機器
きき

です。様々
さまざま

な機械
きかい

の動力源
どうりょくげん

になります。 

・エアー
えあー

不良
ふりょう

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

に空気
くうき

が入
はい

り、表面
ひょうめん

が膨
ふく

らんだもので中
なか

は空洞
くうどう

です。 

・エアーベント
えあーべんと

、ベントホール
べんとほーる

 

 金型
かながた

のキャビティー
きゃびてぃー

内
ない

の空気
くうき

やガス
がす

を排出
はいしゅつ

するための穴
あな

や溝
みぞ

です。 

・液体
えきたい

封入
ふうにゅう

式
し き

防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

 

 中空
ちゅうくう

のゴム
ごむ

に液体
えきたい

を入
い

れて、液体
えきたい

の粘性
ねんせい

を利用
りよう

した防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

です。 

・エラストマー
えらすとまー

 

 「力
ちから

を加
くわ

えると変形
へんけい

するが、力
ちから

を取
と

り除
のぞ

くと元
もと

の形
かたち

に戻
もど

る」性質
せいしつ

の弾性
だんせい

体
たい

のことです。 

・エンジンマウント
えんじんまうんと

 

 自動車
じどうしゃ

に多
おお

く使
つか

われる防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

です。 

 エンジン
えんじん

を支
ささ

えて振動
しんどう

を小
ちい

さくするとともに、振動
しんどう

が伝
つた

わることを防
ふせ

ぎます。 

・オイル
おいる

（可塑
かそ

剤
ざい

、軟化
なんか

剤
ざい

） 

 ゴム
ごむ

を柔
やわ

らかくし、配合
はいごう

剤
ざい

の分散
ぶんさん

を良
よ

くして、練
ね

り、圧延
あつえん

、注入
ちゅうにゅう

、押出
おしだ

しなどの加工性
かこうせい

を良
よ

くします。 

 ブリード
ぶりーど

や移行性
いこうせい

に注意
ちゅうい

します。 

・応力
おうりょく

 

 ゴム
ごむ

内部
ないぶ

に発生
はっせい

する単位
たんい

面積
めんせき

当
あた

りの力
ちから

のことで、試験
しけん

片
へん

に加
くわ

わる力
ちから

を試験
しけん

片
へん

の断面積
だんめんせき

で割
わ

った 

値で
あたい

す。 
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・オートクレーブ
おーとくれーぶ

成形
せいけい

 

 耐圧
たいあつ

缶
かん

の中
なか

に加圧
かあつ

空気
くうき

を送
おく

り込
こ

み、空気
くうき

を加熱
かねつ

して加硫
かりゅう

します。 

・オーリング
おーりんぐ

 

 断面
だんめん

が円形
えんけい

（Ｏの形
かたち

）をしたリング
りんぐ

形状
けいじょう

のシール
しーる

です。 

・押
お

さえローラー
ろーらー

 

 混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

した練
ね

り生地
きじ

から所定
しょてい

の幅
はば

のシート
しーと

やリボン
りぼん

を切
き

り出
だ

す際
さい

に、練
ね

り生地
きじ

の浮
う

き上
あ

がりを 

 押
お

さえるローラー
ろーらー

（コロ
ころ

）です。 

・押出
おしだ

し加工
かこう

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

をスクリュー
すくりゅー

の回転
かいてん

により圧力
あつりょく

を掛
か

けて送
おく

り、ダイ
だい

（口金
くちがね

、ダイス
だいす

）を通
とお

して、連続的
れんぞくてき

に所定
しょてい

 

 の形状
けいじょう

にする加工
かこう

です。 

 一般的
いっぱんてき

な工程
こうてい

では、押出
おしだ

されたゴム
ごむ

加工品
かこうひん

は加硫
かりゅう

槽
そう

を通
とお

り、引
ひ

き取
と

り装置
そうち

で冷却
れいきゃく

工程
こうてい

、カット
かっと

工程
こうてい

 

 へ送
おく

られます。 

 スクリュー
すくりゅー

の回転
かいてん

速度
そくど

と引
ひ

き取
と

り装置
そうち

の速度
そくど

は品質
ひんしつ

に大
おお

きく影響
えいきょう

します。 

 カット
かっと

機
き

の刃物
はもの

による切創
せっそう

事故
じこ

に注意
ちゅうい

します。 

・押出
おしだし

機
き

 

 押出
おしだし

機
き

にはいろいろなタイプ
たいぷ

があります。代表的
だいひょうてき

なものは次
つぎ

のとおりです。 

 ①ホットフィード
ほっとふぃーど

押出
おしだし

機
き

   ： 温調
おんちょう

機能
きのう

は無
な

く、熱
ねつ

入
い

れしたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を供給
きょうきゅう

します。 

 ②コールドフィード
こーるどふぃーど

押出
おしだし

機
き

 ： ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

は室温
しつおん

で供給
きょうきゅう

され、押出
おしだし

機
き

の内部
ないぶ

で加熱
かねつ

されます。 

 ③ベントタイプ
べんとたいぷ

押出
おしだし

機
き

    ： 気泡
きほう

発生
はっせい

（エア
えあ

かみ）防止
ぼうし

として、真空
しんくう

吸引
きゅういん

する機構
きこう

を有
ゆう

します。 

 材料
ざいりょう

の発熱
はつねつ

による温度
おんど

揺
ゆ

れや、冷却水
れいきゃくすい

の変動
へんどう

による温度
おんど

揺
ゆ

れは設定
せってい

値
ち

に対
たい

して±５℃以内
いない

で 

 制御
せいぎょ

することが望
のぞ

ましいです。 

・汚染
おせん

 

 熱
ねつ

や圧力
あつりょく

によりゴム
ごむ

から出
で

た配合
はいごう

剤
ざい

が相手
あいて

物
ぶつ

を汚
よご

すことです。 

 家具
かぐ

に付
つ

いたゴム
ごむ

の滑
すべ

り止
ど

めやゴムマット
ごむまっと

などにより床
ゆか

が変色
へんしょく

したり、自動車
じどうしゃ

のドア
どあ

のシールゴム
しーるごむ

 

 
により車体

しゃたい

の塗装
とそう

が変色
へんしょく

することがあります。 
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・温調
おんちょう

機
き

、温度
おんど

調節器
ちょうせつき

 

 型
かた

（金型
かながた

、ダイ
だい

、ロール
ろーる

等
とう

）や加硫
かりゅう

槽
そう

などの温度
おんど

を一定
いってい

に保
たも

つ機械
きかい

です。 

 金
かな

型
がた

温調
おんちょう

機
き

は、水
みず

または油
あぶら

などをヒーター
ひーたー

で加熱
かねつ

し、適温
てきおん

を維持
いじ

しながらポンプ
ぽんぷ

で金型
かながた

内
ない

に圧送
あっそう

 

  します。 

 水
みず

や油
あぶら

の配管
はいかん

のフィルター
ふぃるたー

を定期的
ていきてき

に清掃
せいそう

するだけでなく、配管
はいかん

内
ない

を洗浄
せんじょう

することも大切
たいせつ

です。 

＜か 行
ぎょう

＞ 

・カーカス
かーかす

（カーカス
かーかす

反
たん

） 

 タイヤ
たいや

の骨格
こっかく

の部材
ぶざい

です。 

 ゴム
ごむ

のシート
しーと

とディピングコード
でぃぴんぐこーど

を貼り
は

合わせた
あ

ものです。 

・カーボンブラック
かーぼんぶらっく

 

 石油
せきゆ

やガス
がす

を燃
も

やしたすす（炭素
たんそ

の微粒子
びりゅうし

）で、黒色
くろいろ

の細
こま

かな粒
つぶ

です。 

 カーボンブラック
かーぼんぶらっく

を配合
はいごう

することで黒
くろ

いゴム
ごむ

ができます。 

 ゴム
ごむ

に混
ま

ぜると強
つよ

く、擦
す

り減
へ

りにくくなり、日光
にっこう

による劣化
れっか

も防
ふせ

ぎます。 

 可燃性
かねんせい

物質
ぶっしつ

であり、取
と

り扱
あつか

う場所
ばしょ

は換気
かんき

をして、防塵
ぼうじん

マスク
ますく

を付
つ

けて作業
さぎょう

します。 

・外観
がいかん

検査
けんさ

 

 五感
ごかん

（目
め

、耳
みみ

、鼻
はな

、舌
した

、皮膚
ひふ

）を使
つか

って品質
ひんしつ

を判定
はんてい

する官能
かんのう

検査
けんさ

です。 

 画像
がぞう

処理
しょり

により機械的
きかいてき

に判定
はんてい

する方法
ほうほう

もあります。 

 ※不良
ふりょう

品
ひん

をその場
ば

で手直
てなお

ししてはいけません 

・改善
かいぜん

 

 現状
げんじょう

に満足
まんぞく

しないで、自分
じぶん

で問題
もんだい

を見
み

つけて、より良
よ

い状態
じょうたい

へ変化
へんか

し続
つづ

けることです。 

・過
か

加硫
かりゅう

、加硫
かりゅう

戻
もど

り 

 最適
さいてき

加硫
かりゅう

を超
こ

えた加硫
かりゅう

状態
じょうたい

です。柔
やわ

らかくなり、強度
きょうど

も下
さ

がります。 

 加硫
かりゅう

（成形
せいけい

）温度
おんど

が高
たか

い、加硫
かりゅう

（成形
せいけい

）時間
じかん

が長
なが

くなると発生
はっせい

します。 

・火気
かき

厳禁
げんきん

 

 ゴム
ごむ

や配合
はいごう

剤
ざい

は燃
も

えやすく消
き

えにくいので、保管
ほかん

場所
ばしょ

や使用
しよう

場所
ばしょ

に火
ひ

が出
で

る物
もの

を持
も

ち込
こ

んでは 

 いけません。 
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・架橋
かきょう

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

を化学
かがく

反応
はんのう

で橋
はし

を架
か

けた様
よう

につないで、性質
せいしつ

を変化
へんか

させることです。 

・掛札
かけふだ

 

 設備
せつび

の点検
てんけん

や修理
しゅうり

を行
おこな

っていることを示
しめ

す標識
ひょうしき

（札
ふだ

）です。 

 設備
せつび

の電源
でんげん

を入
い

れるなどの操作
そうさ

をしてはいけません。 

・欠
か

け不良
ふりょう

 

 形状
けいじょう

の一部
いちぶ

が無
な

くなっています。 特
とく

に角
かど

部
ぶ

が欠
か

けやすいです。 

・加工
かこう

条件
じょうけん

 

 標準書
ひょうじゅんしょ

に決
き

められた温度
おんど

や時間
じかん

、圧力
あつりょく

などです。 

 安全
あんぜん

、品質
ひんしつ

、生産性
せいさんせい

を最適
さいてき

にする数値
すうち

なので、勝手
かって

に変
か

えてはいけません。 

・加工
かこう

助剤
じょざい

 

 混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

、押出
おしだ

し加工
かこう

、成形
せいけい

加工
かこう

、複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

など、色々
いろいろ

な加工
かこう

作業
さぎょう

をやり易
やす

くする 

 配合
はいごう

剤
ざい

です。 

 少量
しょうりょう

添加
てんか

で物理的
ぶつりてき

性質
せいしつ

への影響
えいきょう

が小
ちい

さいです。 例
れい

としては、以下
いか

のとおりです。 

 ①滑剤
かつざい

              ： 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

を流
なが

れやすくします 

 ②均質化剤
きんしつかざい

           ： ゴム
ごむ

のブレンド
ぶれんど

において、異種
いしゅ

ゴム
ごむ

の相溶性
そうようせい

を高
たか

めます 

 ③素練
すね

り促進剤
そくしんざい

（釈
しゃく

解剤
かいざい

）  ： 練
ね

る力
ちから

や熱
ねつ

によりゴム
ごむ

が柔
やわ

らかくなることを早
はや

くします 

 ④内部
ないぶ

離型剤
りけいざい

         ： 加硫
かりゅう

したゴム
ごむ

を金型
かながた

から取
と

り出
だ

し易
やす

くします 

 ⑤粘着付与剤
ねんちゃくふよざい

         ： 配合
はいごう

ゴム
ごむ

とロール
ろーる

のくっつきを防止
ぼうし

します 

 ⑥粘着防止剤
ねんちゃくぼうしざい

         ： 配合
はいごう

ゴム
ごむ

とロール
ろーる

の間
あいだ

の滑
すべ

りによるバギング
ばぎんぐ

を防止
ぼうし

します 

 ⑦分散剤
ぶんさんざい

            ： 配合
はいごう

剤
ざい

を分散
ぶんさん

しやすくします 

・加工性
かこうせい

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

やゴム
ごむ

材料
ざいりょう

のゴム
ごむ

用
よう

加工
かこう

機
き

での加工
かこう

のしやすさです。 

・ガスケット
がすけっと

 

 
静止
せいし

する面
めん

に使
つか

うシール
しーる

です。 
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・型
かた

 

 ゴム
ごむ

の流動
りゅうどう

性
せい

を利用
りよう

して、押
お

し広
ひろ

げる、流
なが

す、通過
つうか

させるなどし、続
つづ

けて同
どう

一
いち

形状
けいじょう

に加工
かこう

するもの 

  です。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

    ： ダイ
だい

（口金
くちがね

、ダイス
だいす

） 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

     ： 金型
かながた

（上型
うわがた

、下型
したがた

、中
なか

型
がた

） 

 ※ダイ
だい

や金型
かながた

は正
ただ

しくセット
せっと

しないと壊
こわ

れる危険
きけん

性
せい

があります。 

 ③混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 ： ロール
ろーる

 

 ④複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

  ： ドラム
どらむ

、芯
しん

金
がね

 

 ※型
かた

が閉
し

まる時
とき

や動
うご

くと時
とき

には、絶対
ぜったい

に手
て

を入
い

れてはいけません。 

・型
かた

締
じ

め力
りょく

、型
かた

締
じ

め圧
あつ

 

 金型
かながた

を閉
と

じて締
し

め付
つ

けておく力
ちから

のことです。 

 
力
りょく

の単位
たんい

である N（ニュートン
にゅーとん

）または kgf（キログラムフォース
きろぐらむふぉーす

）、もしくはｔｆ（トンフォース
とんふぉーす

）で 

表
あらわ

します。 

・型
かた

ずれ不良
ふりょう

 

 金型
かながた

の合
あ

わせがずれて、製品
せいひん

が変形
へんけい

しています。 

・片付
かたづ

け 

 使
つか

ったものをきれいにして、元
もと

の場所
ばしょ

（定位置
ていいち

）に戻
もど

します。 

・型
かた

内
ない

（型
かた

）の汚
よご

れの除去
じょきょ

 

 加硫
かりゅう

によるガス
がす

やゴムカス
ごむかす

が型
かた

の表面
ひょうめん

に付着
ふちゃく

して汚
よご

れます。 

 汚
よご

れは脱型
だっけい

作業
さぎょう

、加工
かこう

品
ひん

の外観
がいかん

や寸法
すんぽう

を損
そこ

ないます。 

 型
かた

に傷
きず

を付
つ

けない様
よう

に、次
つぎ

の部位
ぶい

の汚
よご

れを重点
じゅうてん

にウエス
うえす

やブラシ
ぶらし

で取
と

り除
のぞ

きます。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

    ： ダイ
だい

の表面
ひょうめん

や側面
そくめん

及
およ

び未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

の流路
りゅうろ

 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

     ： 金型
かながた

のパーティング
ぱーてぃんぐ

面
めん

及
およ

びキャビティー
きゃびてぃー

や未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

の流路
りゅうろ

 

 ③混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 ： ロール
ろーる

やラバー
らばー

除
よ

けの表面
ひょうめん

 

 
④複合

ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

  ： ドラム
どらむ

や芯
しん

金
がね

の表面
ひょうめん
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・型
かた

の点検
てんけん

 

 型
かた

の品名
ひんめい

や品番
ひんばん

を確認
かくにん

し、その後
ご

、以下
いか

の点検
てんけん

をします。 

 点検
てんけん

が終
お

わった良
よ

い型
かた

を慎重
しんちょう

に扱
あつか

い、作業
さぎょう

します。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

 

 ゴム
ごむ

の流路
りゅうろ

に傷
きず

や汚
よご

れ、ゴム
ごむ

の付着
ふちゃく

が無
な

いこと、表面
ひょうめん

や角
かど

部
ぶ

が変形
へんけい

していないことなど 

 ダイ
だい

（口金
くちがね

、ダイス
だいす

）の破損
はそん

状態
じょうたい

を確認
かくにん

します。 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

 

 キャビティー
きゃびてぃー

に傷
きず

や汚
よご

れ、ゴムカス
ごむかす

の付着
ふちゃく

が無
な

いこと、パーティングラインが変形
ぱーてぃんぐらいん            へんけい

していないこと 

 など金型
かながた

の成形
せいけい

面
めん

の破損
はそん

状態
じょうたい

を確認
かくにん

します。 

 ③混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 

 ロール
ろーる

表面
ひょうめん

・ラバー
らばー

除
よ

けに傷
きず

や汚
よご

れ、ゴムカス
ごむかす

の付着
ふちゃく

が無
な

いことなどロール
ろーる

の破損
はそん

状態
じょうたい

を 

  確認
かくにん

します。 

 ④複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

 

 ドラム
どらむ

又
また

は芯金
しんがね

の表面
ひょうめん

に傷
きず

や汚
よご

れ、ゴムカス
ごむかす

の付着
ふちゃく

が無
な

いことなど、ドラム
どらむ

又は芯金
しんがね

の破損
は そ ん

状態
じょうたい

 

 を確認
かくにん

します。 

・型
かた

の取
と

り付
つ

け 

 押出
おしだ

し加工
かこう

及
およ

び成形
せいけい

加工
かこう

については、以下
いか

のように型
かた

の取
と

り付
つ

け作業
さぎょう

を行
おこな

います。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

 

 押出
おしだし

機
き

のヘッド
へっど

に、ボルト
ぼると

やクランプ
くらんぷ

により位置
いち

決
ぎ

め固定
こてい

します。 

 ボルト
ぼると

で固定
こてい

する場合
ばあい

には緩
ゆる

みや締
し

め込
こ

み過
す

ぎが無
な

い様
よう

にトルクレンチ
とるくれんち

を使
つか

って締
し

め込
こ

みます。 

 
型
かた

を取
と

り付
つ

けたら、「取
と

り付
つ

け位置
いち

 ヨシ
よし

！」「ボルト
ぼると

緩
ゆる

み無
な

し ヨシ
よし

！」の様
よう

な指差呼称
しさこしょう

を 

行
おこな

います。 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

 

 成形
せいけい

機
き

には取
と

り付
つ

け盤面
ばんめん

の大
おお

きさ、可動
かどう

距離
きょり

（デーライト
でーらいと

）の制約
せいやく

があり、金型
かながた

は盤面
ばんめん

の中央
ちゅうおう

に 

 取
と

り付
つ

けボルト
ぼると

やクランプ
くらんぷ

により位置
いち

決
ぎ

め固定
こてい

します。 

 金型
かながた

（上型
うわがた

、中
なか

型
がた

、入
い

れ子
こ

、下型
したがた

等
とう

）を閉
と

じた状態
じょうたい

で正
ただ

しい位置
いち

に取
と

り付
つ

けます。 
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 ボルト
ぼると

で固定
こてい

する場合
ばあい

には緩
ゆる

みや締
し

め込
こ

み過
す

ぎが無
な

い様
よう

にトルクレンチ
とるくれんち

を使
つか

って締
し

め込
こ

みます。 

 金型
かながた

を取
と

り付
つ

けたら、「取
と

り付
つ

け位置
いち

 ヨシ
よし

！」「ボルト
ぼると

緩
ゆる

み無
な

し ヨシ
よし

！」の様
よう

な指差呼称
しさこしょう

を 

 行います
おこな

。 冷却
れいきゃく

配管
はいかん

、ヒーター
ひーたー

や温度
おんど

センサー
せんさー

を金
かな

型
がた

に取
と

り付
つ

けた後
のち

に動作
どうさ

確認
かくにん

を行
おこな

います。 

・型
かた

汚
よご

れ不良
ふりょう

 

 キャビティー
きゃびてぃー

に固着
こちゃく

した汚
よご

れの跡
あと

で、製品
せいひん

が凹
へこ

んでいます。 

 パーティング
ぱーてぃんぐ

が汚
よご

れていると、バリ
ばり

が多
おお

く出
で

たり、欠
か

け不良
ふりょう

が発生
はっせい

しやすくなります。 

・金
かな

型
がた

洗浄
せんじょう

 

 金型
かながた

は定期的
ていきてき

にメンテナンス
めんてなんす

、清掃
せいそう

を行
おこな

います。 

 金型
かながた

内
ない

の汚
よご

れを薬品
やくひん

で洗
あら

ったり、硬
かた

い小
ちい

さな粒
つぶ

をぶつけて剥
は

がしたりします。 

 
金型
かながた

が成形
せいけい

機
き

に取
と

り付
つ

いた状態
じょうたい

でも、洗剤
せんざい

による拭
ふ

き取
と

りや掃除
そうじ

ゴムを使用
しよう

することで、 

洗浄
せんじょう

の工数
こうすう

を低減
ていげん

することができます。 

・カバー
かばー

機
き

、カバーリング
かばーりんぐ

機
き

 

 ビードリング
びーどりんぐ

にカバーリングテープ
かばーりんぐてーぷ

を巻
ま

き付
つ

ける機械
きかい

です。 

 カバーリングテープ
かばーりんぐてーぷ

はスチールワイヤ
すちーるわいや

を束
たば

ねて、被覆
ひふく

ラバー
らばー

との接着性
せっちゃくせい

を良
よ

くします。 

・加硫
かりゅう

缶
かん

 

 丸
まる

い筒型
つつがた

の耐圧
たいあつ

缶
かん

です。 

 缶
かん

の中
なか

に未
み

加硫
かりゅう

の押出
おしだし

品
ひん

を入
い

れて、加圧
かあつ

した蒸気
じょうき

や加熱
かねつ

した空気
くうき

（ガス
がす

）で加硫
かりゅう

します。 

 圧力
あつりょく

容器
ようき

は安全
あんぜん

装置
そうち

を備
そな

えるなど、法律
ほうりつ

に定
さだ

められた安全
あんぜん

規則
きそく

を遵守
じゅんしゅ

します。 

・加硫
かりゅう

剤
ざい

 

 加熱
かねつ

などにより架橋
かきょう

する配合
はいごう

剤
ざい

です。 

 加硫
かりゅう

剤
ざい

を加
くわ

えた後
のち

に、100～200℃
ど

に加熱
かねつ

して架橋
かきょう

します。 

・加硫
かりゅう

試験
しけん

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

に熱
ねつ

や力
ちから

を加
くわ

えて、加硫
かりゅう

温度
おんど

や加硫
かりゅう

時間
じかん

などの最適
さいてき

加硫
かりゅう

条件
じょうけん

を評価
ひょうか

する試験
しけん

です。 

・加硫
かりゅう

接着
せっちゃく

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

とインサート
いんさーと

（金属
きんぞく

やプラスチック
ぷらすちっく

の部品
ぶひん

）を、型
かた

で熱
ねつ

と圧力
あつりょく

を掛
か

けて加硫
かりゅう

して接着
せっちゃく

する 

  ことです。 
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 あらかじめ、インサート
いんさーと

の表面
ひょうめん

に接着剤
せっちゃくざい

を塗
ぬ

って、加熱
かねつ

して乾燥
かんそう

固化
こか

させます（焼
や

き付
つ

け処理
しょり

）。 

・加硫
かりゅう

促進剤
そくしんざい

 

 加硫
かりゅう

時間
じかん

の短縮
たんしゅく

、加硫
かりゅう

温度
おんど

の低温化
ていおんか

、加硫
かりゅう

剤
ざい

の減量
げんりょう

、製品
せいひん

物性
ぶっせい

の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

・加硫
かりゅう

不足
ふそく

 

 最適
さいてき

加硫
かりゅう

に到達
とうたつ

していない加硫
かりゅう

状態
じょうたい

です。 

 その部分
ぶぶん

が膨
ふく

らんで、内部
ないぶ

には小
ちい

さな気泡
きほう

ができたり、硬
かた

さが出
で

ないなどの不具合
ふぐあい

となります。 

 製品
せいひん

の形
かたち

ができていても、硬
かた

さや強度
きょうど

などの物性
ぶっせい

に問題
もんだい

があります。 

・カレンダー
かれんだー

収縮
しゅうしゅく

 

 カレンダー
かれんだー

加工
かこう

で薄
うす

く延
の

ばされたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が延
の

ばされた方向
ほうこう

に対
たい

して縮
ちぢ

むことです。 

・カレンダーロール
かれんだーろーる

機
き

 

 二本以上
にほんいじょう

のロール
ろーる

の間
あいだ

にゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を入
い

れて回転
かいてん

させ、薄
うす

く延
の

ばす機械
きかい

です。 

・乾燥
かんそう

装置
そうち

 

 
洗浄
せんじょう

装置
そうち

、冷却
れいきゃく

装置
そうち

や塗装
とそう

装置
そうち

等
など

の後
あと

に設置
せっち

され、最
もっと

も多
おお

く使
つか

われているのが熱風
ねっぷう

乾燥
かんそう

装置
そうち

 

です。 

 熱風
ねっぷう

機
き

から槽内
そうない

に熱風
ねっぷう

を送
おく

ることで濡
ぬ

れたものや塗膜
とまく

を乾燥
かんそう

させます。 

 他
ほか

にも真空
しんくう

乾燥
かんそう

、バレル
ばれる

乾燥
かんそう

など方式
ほうしき

の異
こと

なる色々
いろいろ

な乾燥
かんそう

方法
ほうほう

があります。 

・顔料
がんりょう

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

に色
いろ

を付
つ

ける配合
はいごう

剤
ざい

です。 

 色々
いろいろ

な色
いろ

のゴム
ごむ

（カラーゴム
からーごむ

）は、カーボンブラック
かーぼんぶらっく

の代
か

わりにホワイトカーボン
ほわいとかーぼん

などで補強
ほきょう

して、 

 顔料
がんりょう

で色
いろ

を付
つ

けます。 

・危険
きけん

個所
かしょ

 

 「うっかり、ぼんやり、勘違
かんちが

い」といったヒューマンエラー
ひゅーまんえらー

により、怪我
けが

（労働
ろうどう

災害
さいがい

）は起
お

こりますが、 

 
「面倒

めんどう

くさい、自分
じぶん

は大丈夫
だいじょうぶ

」と、危険
きけん

な状態
じょうたい

や危険
きけん

な行動
こうどう

を取
と

ることが怪我
けが

の大
おお

きな要因
よういん

と 

なります。 

 ① 危険
きけん

な状態
じょうたい

（機械
きかい

や物
もの

）：[怪我
けが

を起
お

こしそうな機械
きかい

や物
もの

のありさま、あるいは作業
さぎょう

場
ば

の環境
かんきょう

] 

 設備
せつび

の上
うえ

に置
お

いた工具
こうぐ

が、落
お

ちて足
あし

にあたる危険
きけん

があります。 
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 床
ゆか

に放置
ほうち

した掃除
そうじ

道具
どうぐ

やウエスに、つまずいたり、滑
すべ

ったりして転倒
てんとう

する危険
きけん

があります。 

 床
ゆか

が油
あぶら

漏
も

れや水
みず

で濡
ぬ

れていると、滑
すべ

って転倒
てんとう

する危険
きけん

があります。 

 台車
だいしゃ

が定位置
ていいち

に置
お

いてないと、ぶつかる危険性
きけんせい

があります。 

 ② 危険
きけん

な行動
こうどう

：[怪我
けが

を起
お

こしそうな作業
さぎょう

者
しゃ

や周
まわ

りの人
ひと

の行
おこな

いや動作
どうさ

] 

    帽子
ぼうし

、保護
ほご

眼鏡
めがね

、耳栓
みみせん

、マスク
ますく

や軍手
ぐんて

などの決
き

められた安全
あんぜん

保護
ほご

具
ぐ

を着用
ちゃくよう

しないと危険
きけん

です。 

     帽子
ぼうし

を後
うし

ろに被
かぶ

る、作業服
さぎょうふく

の前
まえ

を開
あ

ける、袖
そで

をまくり上
あ

げる、シャツ
しゃつ

の裾
すそ

をズボン
ずぼん

から出
だ

す、 

 靴
くつ

の紐
ひも

を結
むす

ばないなどの服装
ふくそう

の乱
みだ

れは危険
きけん

です。 

 手
て

を機械
きかい

の回転
かいてん

部
ぶ

に近
ちか

づける、設備
せつび

の上
うえ

に置
お

く、足
あし

を設備
せつび

に乗
の

せることをしてはいけません。 

 階段
かいだん

は３点
てん

支持
しじ

で手
て

すりを持
も

って一段
いちだん

ずつ上
のぼ

り降
お

りします。 

 おしゃべりをしながら作業
さぎょう

をしてはいけません。 

・傷
きず

不良
ふりょう

 

 型
かた

キズ
きず

の転写
てんしゃ

や脱型
だっけい

時
じ

の擦
す

りキズ
きず

などの成形
せいけい

で発生
はっせい

する傷
きず

と、ハサミ
はさみ

やカッターナイフ
かったーないふ

などによる 

 仕上
しあ

げ加工
かこう

で発生
はっせい

する傷
きず

があります。 

・キャビティー
きゃびてぃー

、キャビ
きゃび

 

 金型
かながた

の成形
せいけい

面
めん

に作
つく

られた、製品
せいひん

を形取り
かたどり

した金型
かながた

内
ない

の空間
くうかん

です。 

 外周
がいしゅう

（パーティングライン
ぱーてぃんぐらいん

）には食
く

い切
き

りが設
もう

けられ、内
うち

には中子
なかご

を設
もう

けることもあります。 

 一
ひと

つの金型
かながた

にいくつかのキャビティー
きゃびてぃー

を設
もう

けて、１ショット
しょっと

で沢山
たくさん

の成形
せいけい

品
ひん

を作
つく

ることもできます。 

・急停止
きゅうていし

装置
そうち

 

 ロール
ろーる

機
き

での作業
さぎょう

で非常
ひじょう

時
じ

（緊急時
きんきゅうじ

）に、意識的
いしきてき

にロール
ろーる

の回転
かいてん

を止
と

める為
ため

の装置
そうち

です。 

 「ロープスイッチ
ろーぷすいっち

を引
ひ

く」、「バースイッチ
ばーすいっち

を押
お

す」、「ボードスイッチ
ぼーどすいっち

を蹴
け

る」と、ロール
ろーる

の回転
かいてん

を止める 

 ことができます。 

・キュラストメーター
きゅらすとめーたー

、レオメーター
れおめーたー

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の硬化
こうか

を測定
そくてい

します。 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が正
ただ

しい配合
はいごう

か、分散
ぶんさん

不良
ふりょう

がないか、最適
さいてき

加硫
かりゅう

であるかを判定
はんてい

できます。 

 
練
ね

りのロット
ろっと

毎
ごと

に測定
そくてい

して、合否
ごうひ

を判定
はんてい

します。 
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・局所排気装置
きょくしょはいきそうち

 

 カーボン
かーぼん

などの配合
はいごう

剤
ざい

の粉
こな

や加硫
かりゅう

で発生
はっせい

するガス
がす

、塗料
とりょう

や接着剤
せっちゃくざい

に含
ふく

まれる有機
ゆうき

溶剤
ようざい

といった 

 人体
じんたい

に有害
ゆうがい

な物質
ぶっしつ

を、作業者
さぎょうしゃ

が吸
す

い込
こ

まない様
よう

に屋外
おくがい

に排出
はいしゅつ

する装置
そうち

です。 

・切
き

り返
かえ

し 

 ロール
ろーる

に巻
ま

き付
つ

いた練
ね

り生地
きじ

を切
き

り離
はな

して、ロール
ろーる

状
じょう

に巻
ま

き取
と

り、ロール
ろーる

状
じょう

の生地
きじ

の左右
さゆう

を 

 入
い

れ替
か

え、再度
さいど

ロール
ろーる

にかませて練
ね

る作業
さぎょう

のことです。 

 切
き

り返
かえ

した生地
きじ

を再度
さいど

ロール
ろーる

に投入
とうにゅう

して練
ね

り返
かえ

すことで、均一
きんいつ

なゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を作
つく

ります。 

 ※切
き

り返
かえ

しの繰
く

り返
かえ

し作業
さぎょう

においては、切創
せっそう

事故
じこ

、巻
ま

き込
こ

まれ事故
じこ

に各段
かくだん

の注意
ちゅうい

を要
よう

します。 

・切込
きりこ

み過
す

ぎ 

 バリ
ばり

切
き

り仕上
しあ

げ加工
かこう

において、バリ
ばり

が出
で

ている製品
せいひん

面
めん

を切
き

ってしまうことです。 

・亀裂
きれつ

不良
ふりょう

、クラック
くらっく

 

 ゴム
ごむ

の劣化
れっか

による深
ふか

さ方向
ほうこう

のひび割
わ

れです。 

 また,成形
せいけい

直後
ちょくご

の製品
せいひん

は衝撃
しょうげき

を与
あた

えると亀裂
きれつ

や割
わ

れが発生
はっせい

しやすいです。 

・金属製
きんぞくせい

直
ちょく

尺
じゃく

、鋼
こう

尺
じゃく

、金
かな

尺
じゃく

 

 測定
そくてい

物
ぶつ

に密着
みっちゃく

させて、目
め

の位置
いち

を正面
しょうめん

にして値
あたい

を読
よ

み取
と

ります。 

 ゼロ
ぜろ

が端
はし

にあり、擦
す

り減
へ

っている場合
ばあい

はここを起点
きてん

としてはいけません。 

 最小
さいしょう

目盛
めも

り以下
いか

は目分量
めぶんりょう

で読
よ

み取
と

ります。 

・区分
くぶん

表示
ひょうじ

 

 仕掛
しかかり

品
ひん

と加工
かこう

済
すみ

品
ひん

、未検査
みけんさ

品
ひん

と検査
けんさ

済
すみ

品
ひん

、良品
りょうひん

と不良
ふりょう

品
ひん

など、物
もの

の状態
じょうたい

を区分
くわ

けして表示
ひょうじ

します。 

・グリーン
ぐりーん

強度
きょうど

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

や未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

の強
つよ

さで、引張
ひっぱり

試験
しけん

により評価
ひょうか

します。 

 加硫
かりゅう

前
まえ

の加工性
かこうせい

に影響
えいきょう

します。 

・グリーンタイヤ
ぐりーんたいや

 

 カーカス
かーかす

、ベルト
べると

、トレッド
とれっど

、ビード
びーど

などの部材
ぶざい

を貼
は

り合
あ

わせて作
つく

ったタイヤ
たいや

の原形
げんけい

です。 

 
「生

なま

タイヤ
たいや

」とも言
い

われ、加硫
かりゅう

する前
まえ

のタイヤ
たいや

です。 
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・クレージング
くれーじんぐ

 

 光
ひかり

により劣化
れっか

して、ゴム
ごむ

製品
せいひん

の表面
ひょうめん

に多
おお

くの小
ちい

さなひび割
わ

れができた状態
じょうたい

です。 

・形状
けいじょう

仕上げ
しあ

 

 設備
せつび

による加工
かこう

で作
つく

った加工品
かこうひん

を製品
せいひん

にするために行う
おこな

加工
かこう

です。 

 後工程
あとこうてい

の要求
ようきゅう

に応
おう

じて、決
き

められた寸法
すんぽう

及
およ

び形状
けいじょう

にします。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

    ： 長
なが

さ裁断
さいだん

（切断
せつだん

） 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

     ： 裁断
さいだん

やバリ
ばり

取
と

り（手
て

むしりや工具
こうぐ

による切除
せつじょ

） 

 ③混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 ： シート
しーと

巾
はば

裁断
さいだん

 

 ④複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

  ： 裁断
さいだん

、ジョイント
じょいんと

手直
てなお

し 

・計量
けいりょう

装置
そうち

 

 一般的
いっぱんてき

には、配合
はいごう

番号
ばんごう

を入力
にゅうりょく

して、画面
がめん

に表示
ひょうじ

された計量
けいりょう

指示
しじ

に従い
したが

各
かく

配合
はいごう

剤
ざい

を手
て

計量
けいりょう

します。 

 計量
けいりょう

作業
さぎょう

が記録
きろく

され、トレーサビリティー
とれーさびりてぃー

を取
と

ることができます。 

・ゲージ
げーじ

（測定
そくてい

ゲージ
げーじ

、検査
けんさ

ゲージ
げーじ

） 

 加工品
かこうひん

や製品
せいひん

をセット
せっと

して簡単
かんたん

な操作
そうさ

をするだけで、誰
だれ

でも早
はや

く正確
せいかく

に合否
ごうひ

判定
はんてい

ができるものです。 

・ゲート
げーと

、注入
ちゅうにゅう

ゲート
げーと

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

が金型
かながた

のキャビティー
きゃびてぃー

に入
はい

る入
い

り口
ぐち

の通路
つうろ

（流路
りゅうろ

）です。 

 キャビティー
きゃびてぃー

が２つ以上
いじょう

ある場合
ばあい

、キャビティ
きゃびてぃ

ー毎
ごと

にゲート
げーと

があります。 

・ケブラー
けぶらー

手袋
てぶくろ

 

 
「ケブラー

けぶらー

®」はアメリカ
あめりか

のデュポン
でゅぽん

社
しゃ

が開発
かいはつ

したパラ
ぱら

系
けい

アラミド
あらみど

繊維
せんい

で、ケブラー
けぶらー

手袋
てぶくろ

は耐
たい

切創
せっそう

手袋
てぶくろ

 

の代名詞
だいめいし

として定着
ていちゃく

しています。 

  カッターナイフ
かったーないふ

等
など

の刃物
はもの

を使
つか

う時
とき

に添
そ

え手
て

に装着
そうちゃく

します。 

・検査
けんさ

員
いん

 

 検査
けんさ

員
いん

資格
しかく

認定
にんてい

評価
ひょうか

に合格
ごうかく

して登録
とうろく

された人
ひと

です。 

 定期
ていき

に評価
ひょうか

を行
おこな

い、資格
しかく

を更新
こうしん

します。 

・研削
けんさく

 

 加硫
かりゅう

工程
こうてい

で製造
せいぞう

した筒状
つつじょう

のベルト
べると

（スラブ
すらぶ

）を 1本
ぽん

の幅
はば

にカット
かっと

し、所定
しょてい

のリブ
りぶ

形状
けいじょう

を削
けず

り出
だ

し、 
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 平滑
へいかつ

にします。 

・検査
けんさ

作業
さぎょう

 

 加工品
かこうひん

の表面
ひょうめん

の小
ちい

さいヤケ
やけ

などの欠点
けってん

を、目立
めだ

たないからといって良品
りょうひん

としてはいけません。 

 検査
けんさ

基準
きじゅん

書
しょ

や限度
げんど

見本
みほん

に照
て

らして良否
りょうひ

を判定
はんてい

します。 

 不良
ふりょう

品
ひん

は不良
ふりょう

品
ひん

箱
ばこ

（赤
あか

箱
ばこ

）、良否
りょうひ

判定
はんてい

を迷
まよ

うものは保留
ほりゅう

品
ひん

箱
ばこ

（黄
きい

箱
ばこ

）に入
い

れます。 

 不良
ふりょう

が連続
れんぞく

して発生
はっせい

する、いつもと違
ちが

う不良
ふりょう

が発生
はっせい

する場合
ばあい

には、作業
さぎょう

を止
と

めて、上司
じょうし

に 

 報告
ほうこく

します。 

・限度
げんど

見本
みほん

 

 欠点
けってん

の「どこまでを合格
ごうかく

とするか」を示
しめ

す加工品
かこうひん

の見本
みほん

です。 

 異物
いぶつ

など数値
すうち

（大
おお

きさ）だけでは判断
はんだん

が難
むずか

しい外観
がいかん

不具合
ふぐあい

の判定
はんてい

基準
きじゅん

とします。 

・工程内
こうていない

検査
けんさ

 

 自分
じぶん

が加工
かこう

した物
もの

の外観
がいかん

や寸法
すんぽう

などの出来栄
できば

えを確認
かくにん

します。 

・硬度
こうど

 

 ゴム
ご む

の硬
かた

さは硬度計
こうどけい

で測定
そくてい

し、「硬度
こうど

」として数値
すうち

で表
あらわ

します。 

 数値
すうち

は測定
そくてい

器
き

の種類
しゅるい

により異
こと

なります。 

・硬度計
こうどけい

 

 針
はり

や半球
はんきゅう

の形
かたち

をした突起物
とっきぶつ

によるへこみ量
りょう

を測
はか

ります。 

 測
はか

る相手
あいて

物
ぶつ

（試験
しけん

片
へん

）に応
おう

じた硬度計
こうどけい

を選定
せんてい

します。 

 硬度計
こうどけい

を試験
しけん

片
へん

に当
あ

て、真上
まうえ

から押
お

し付
つ

けて、一定
いってい

時間
じかん

後
ご

の値
あたい

を読
よ

み取
と

ります。 

・５S 

 ①整理
せいり

（Ｓｅｉｒｉ）   ： 要
い

る物
もの

と要
い

らない物
もの

を分
わ

けて、要
い

らない物
もの

を捨
す

てます。 

 ②整頓
せいとん

（Ｓｅｉｔｏｎ）  ： 取
と

り出
だ

しやすい様
よう

に、決
き

められた場所
ばしょ

に置
お

いて表示
ひょうじ

します。 

 ③清掃
せいそう

（Seiso)   ： きれいに掃除
そうじ

をしながら、身
み

の回
まわ

りを点検
てんけん

します。 

 ③ 清潔
せいけつ

（Seiketsu） ： きれいな状態
じょうたい

を続
つづ

けます。 

 
④ 躾

しつけ

（Shitsuke)   ： きれいに使
つか

うことを当
あ

たり前
まえ

とします。（習慣
しゅうかん

づけ） 
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・コーティング
こーてぃんぐ

装置
そうち

 

 加工品
かこうひん

の表面
ひょうめん

や内面
ないめん

に特定
とくてい

の物質
ぶっしつ

の薄膜
うすまく

を形成
けいせい

して覆
おお

う装置
そうち

です。 

 薄膜
うすまく

の持
も

つ特性
とくせい

、例
たと

えば非
ひ

粘着性
ねんちゃくせい

、耐
たい

摩耗性
まもうせい

や耐
たい

薬品
やくひん

性
せい

などを付与
ふよ

することができます。 

 例
れい

として、タイヤ
たいや

の部材
ぶざい

のビード
びーど

はゴム
ごむ

をコーティング
こーてぃんぐ

します。 

・コード
こーど

、心線
しんせん

 

 動力
どうりょく

を伝達
でんたつ

する為
ため

の張力
ちょうりょく

を支
ささ

える部材
ぶざい

で、繊維
せんい

や鋼材
こうざい

の針金
はりがね

をより合
あ

わせた線状
せんじょう

のものです。 

 伝導
でんどう

ベルト
べると

の心線
しんせん

としては、ガラス
がらす

繊維
せんい

、ポリエステル
ぽりえすてる

繊維
せんい

、アラミド
あらみど

繊維
せんい

が一般的
いっぱんてき

に使
つか

われて 

 います。 

 繰
く

り返
かえ

しの負荷
ふか

に対
たい

してベルト
べると

の長
なが

さを維持
いじ

するとともに、曲
ま

げに対
たい

する耐
たい

屈曲性
くっきょくせい

が必要
ひつよう

です。 

・国際
こくさい

ゴム硬
かた

さ（IRHD） 

 試験
しけん

片
へん

に突起物
とっきぶつ

を一定
いってい

の力
ちから

で押
お

し付
つ

けた時
とき

のへこみ量
りょう

です。 

 測
はか

る物
もの

の硬
かた

さにより、突起物
とっきぶつ

の大
おお

きさと押
お

し付
つ

ける力
ちから

を変
か

えます。 

・粉
こな

付
づ

け 

 表面
ひょうめん

の粘着
ねんちゃく

を防
ふせ

ぐ為
ため

に粉
こな

（防
ぼう

着
ちゃく

材
ざい

）を振
ふ

り掛
か

けることです。 

・ゴミ
ごみ

の分別
ぶんべつ

 

 職場
しょくば

の決
き

まりに従
したが

って、ゴミ
ごみ

を分
わ

けて捨
す

てます。 

 製造
せいぞう

現場
げんば

で出
で

たゴミ
ごみ

は、決
き

められた場所
ばしょ

に分別
ぶんべつ

して廃棄
はいき

します。 

 ※一般的
いっぱんてき

な分別
ぶんべつ

ゴミ
ごみ

箱
ばこ

の種類
しゅるい

 

 ①ゴム
ごむ

屑
くず

（リサイクル
りさいくる

用
よう

） 

 ②可燃
かねん

ゴミ
ごみ

（床
ゆか

掃除
そうじ

屑
くず

等
とう

の一般
いっぱん

屑
くず

）、 

 ③ペッﾄボトル
ぺっとぼとる

・缶
かん

・瓶
びん

 

 ④不燃
ふねん

ゴミ
ごみ

（ビニール
びにーる

、樹脂
じゅし

） 

・ゴム
ごむ

粉
こ

 

 スクラップゴム
すくらっぷごむ

を砕
くだ

いたもので、その大
おお

きさにより呼
よ

び名
な

が異
こと

なります。 

 ・ゴム
ごむ

微
び

粉末
ふんまつ

：０．１ｍｍ以下
いか

 

 ・ゴム
ごむ

粉末
ふんまつ

：０.１ｍｍ～１ｍｍ 
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 ・ゴムペレット
ごむぺれっと

：１ｍｍ～１０ｍｍ 

 ・ゴムチップ
ごむちっぷ

：１０ｍｍ～５０ｍｍ 

・ゴム
ごむ

支承
ししょう

 

 上下
じょうげ

の構造物
こうぞうぶつ

の間
あいだ

に設置
せっち

し、上部
じょうぶ

を支
ささ

えるともに、主
おも

に地震
じしん

などの横揺
よこゆ

れを吸収
きゅうしゅう

するゴム
ごむ

製品
せいひん

 

です。 

・ゴム
ごむ

の種類
しゅるい

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

は大
おお

きく分
わ

けて、天然
てんねん

ゴム
ごむ

と合成
ごうせい

ゴム
ごむ

の二
ふた

つに分
わ

かれます。 

 1)天然
てんねん

ゴム
ごむ

：ゴム
ごむ

の木
き

から取
と

れる樹液
じゅえき

（ラテックス
らてっくす

）を材料
ざいりょう

として作
つく

られます。 

   材料
ざいりょう

は日本
にほん

では採
と

れないので、多
おお

くをタイ
たい

やインドネシア
いんどねしあ

などから輸入
ゆにゅう

しています。 

 合成
ごうせい

ゴム
ごむ

に比
くら

べて弾性
だんせい

や引
ひ

き裂
さ

き強度
きょうど

に優
すぐ

れ、内部
ないぶ

発熱
はつねつ

が小
ちい

さく、金属
きんぞく

との接着性
せっちゃくせい

が良
よ

いが、 

 耐
たい

油性
ゆせい

や耐熱性
たいねつせい

は低いです。 

 2)合成
ごうせい

ゴム
ごむ

：石油
せきゆ

（ナフサ
なふさ

）から作
つく

られます。 

  天然
てんねん

ゴム
ごむ

に乏
とぼ

しい物性
ぶっせい

を改良
かいりょう

し、色々
いろいろ

な種類
しゅるい

があります。 

 ①アクリルゴム
あくりるごむ

（ACM） 

 耐熱性
たいねつせい

や高温
こうおん

の油
あぶら

に強
つよ

く、耐候性
たいこうせい

や耐
たい

オゾン
おぞん

性
せい

に優
すぐ

れているが、耐
たい

薬品
やくひん

性
せい

が低
ひく

いです。 

 ②イソプレンゴム
いそぷれんごむ

（IR） 

 合成
ごうせい

天然
てんねん

ゴム
ごむ

と言
い

われ、加工性
かこうせい

が良
よ

く、品質
ひんしつ

も安定
あんてい

していますが、耐
たい

油性
ゆせい

や耐熱性
たいねつせい

は低いです。 

 ③エチレン
えちれん

・プロピレン
ぷろぴれん

・ジエンゴム
じえんごむ

（EPDM） 

  耐熱性
たいねつせい

、耐候性
たいこうせい

に優
すぐ

れ、比重
ひじゅう

が小
ちい

さい（0.86～0.87）ですが、接着性
せっちゃくせい

・粘着性
ねんちゃくせい

に乏しく
とぼ

、 

 耐
たい

油性
ゆせい

が低い
ひく

です。 

 ④クロロプレンゴム
くろろぷれんごむ

（CR） 

 各種
かくしゅ

耐性
たいせい

のバランス
ばらんす

が良
よ

いですが、耐水性
たいすいせい

、電気
でんき

絶縁性
ぜつえんせい

が低い
ひく

です。 

 ⑤シリコーンゴム
しりこーんごむ

（SR） 

 耐熱性
たいねつせい

、耐寒性
たいかんせい

に極
きわ

めて優
すぐ

れていますが、機械的
きかいてき

強度
きょうど

が低く
ひく

、特
とく

に引裂
ひきさき

強さ
つよ

が低い
ひく

です。 

 ⑥スチレンブタジエンゴム
すちれんぶたじえんごむ

（SBR） 

 天然
てんねん

ゴム
ごむ

の代用品
だいようひん

として作
つく

られ、機械的
きかいてき

強度
きょうど

や耐
たい

摩耗性
まもうせい

に優
すぐ

れていますが、耐
たい

油
ゆ

性
せい

は低
ひく

いです。 
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 ⑦ニトリルゴム
にとりるごむ

（NBR） 

 耐
たい

油性
ゆせい

に優
すぐ

れ、耐熱性
たいねつせい

、耐
たい

摩耗性
まもうせい

も良
よ

いですが、耐候
たいこう

性
せい

、耐寒性
たいかんせい

が低い
ひく

です。 

 ⑧フッ
ふっ

素
そ

ゴ
ごむ

ム（FKM) 

 色々
いろいろ

な耐性
たいせい

に優
すぐ

れていますが、価格
かかく

が他
た

の材料
ざいりょう

に比べて
くら

高い
たか

です。 

 ⑨ブタジエンゴム
ぶたじえんごむ

（BR） 

 耐
たい

摩耗性
まもうせい

や耐
たい

老化
ろうか

性
せい

が良
よ

いですが、機械的
きかいてき

強度
きょうど

は高
たか

くありません。 

 ⑩ブチルゴム
ぶちるごむ

（IIR） 

 気体
きたい

を通
とお

しにくく、耐
たい

薬品性
やくひんせい

、耐
たい

オゾン
おぞん

性
せい

が良
よ

いですが、耐
たい

油性
ゆせい

が低い
ひく

です。 

・ゴム
ごむ

の性質
せいしつ

 

 変形
へんけい

しても元
もと

の形
かたち

に戻
もど

ります。（伸
の

び縮
ちぢ

みします） 

 温度
おんど

変化
へんか

の影響
えいきょう

を受
う

けやすく、温度
おんど

が高
たか

いと柔
やわ

らかく、伸
の

びやすいです。 

 長期間
ちょうきかん

使
つか

うと硬
かた

くなり、伸
の

びや縮
ちぢ

みが低下
ていか

します。（劣化
れっか

します） 

 衝撃
しょうげき

や振動
しんどう

を分散
ぶんさん

・吸収
きゅうしゅう

します。 

 水
みず

や音
おと

の漏
も

れを防
ふせ

ぎます。 

 沸騰
ふっとう

したお湯
ゆ

の中
なか

に入
い

れても溶
と

けません。 また、ゴム
ごむ

の種類
しゅるい

によっては、有機
ゆうき

溶剤
ようざい

に入
い

れても、 

 問題
もんだい

が無い
な

ものや、膨潤
ぼうじゅん

するだけで溶
と

けないものがあります。 

・ゴム
ごむ

の用途
ようと

 

 天然
てんねん

ゴム
ごむ

 ： タイヤ
たいや

、履物
はきもの

、ホース
ほーす

、ベルト
べると

などに使
つか

われます。 

 合成
ごうせい

ゴム
ごむ

 ： 色々
いろいろ

な種類
しゅるい

があり、様々
さまざま

な用途
ようと

に使
つか

われます。 

          電線
でんせん

被覆
ひふく

、事務
じむ

機器
きき

部品
ぶひん

、スポーツ
すぽーつ

用品
ようひん

、メディカルラバー
めでぃかるらばー

（チューブ
ちゅーぶ

、キャップ
きゃっぷ

など） 

・ゴム
ごむ

引
び

き 

 ゴム
ごむ

を部材
ぶざい

に含侵
がんしん

させることや部材
ぶざい

の表面
ひょうめん

に被覆
ひふく

することです。 

・ゴム
ごむ

引
び

き布
ふ

 

 布
ぬの

にゴム
ごむ

を塗
ぬ

り重
かさ

ねて加硫
かりゅう

したシート
しーと

です。 

・ゴムライニング
ごむらいにんぐ

 

 ゴム
ごむ

をコンクリート
こんくりーと

や金属
きんぞく

に接着
せっちゃく

し、表面
ひょうめん

や内面
ないめん

を覆
おお

うことです。 
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 使
つか

われ方
かた

に適
てき

したゴム
ごむ

を選
えら

んで、腐食
ふしょく

や摩耗
まもう

から守
まも

ります。 

・混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 

 「混
こん

練
ね

り」は原料
げんりょう

ゴム
ごむ

に色々
いろいろ

な配合
はいごう

剤
ざい

を均一
きんいつ

に分散
ぶんさん

させます。 

 「圧延
あつえん

」は混
こん

練
ね

りされた材料
ざいりょう

を薄
うす

く延
の

ばします。 

 ロール
ろーる

装置
そうち

の回転
かいてん

による巻
ま

き込
こ

まれに注意
ちゅうい

します。 

・混練
こんねり

機
き

 

 混
ま

ぜる、潰
つぶ

す、練
ね

る、つくなどを同時
どうじ

に行
おこな

い、原料
げんりょう

ゴム
ごむ

と配合
はいごう

剤
ざい

を均一
きんいつ

に分散
ぶんさん

させます。 

 ゴム
ごむ

の混
こん

練
ね

りに使用
しよう

する機械
きかい

としては、ロール
ろーる

、バンバリーミキサー
ばんばりーみきさー

、ニーダー
にーだー

などがあります。 

 ①ロール
ろーる

 

   ※ロール
ろーる

及
およ

びロール
ろーる

機
き

の項
こう

を参照
さんしょう

 

 ②バンバリーミキサー
ばんばりーみきさー

 

 容量
ようりょう

の大
おお

きい密閉
みっぺい

式
しき

混
こん

練
ねり

機
き

で、混
こん

練
ね

り後
ご

の材料
ざいりょう

は混合
こんごう

槽
そう

の下部
かぶ

を開放
かいほう

して排出
はいしゅつ

します。 

 ミキシングローター
みきしんぐろーたー

はドリル
どりる

式
しき

で、冷却
れいきゃく

効果
こうか

が優
すぐ

れているので、混合
こんごう

時間
じかん

は短
みじか

いです。 

 ③ニーダー
にーだー

 

 容量
ようりょう

の小
ちい

さい密閉
みっぺい

式
しき

混練機
こんねりき

で、混
こん

練
ね

り後
ご

の材料
ざいりょう

は混合
こんごう

槽
そう

を反転
はんてん

させて排出
はいしゅつ

します。 

 ミキシングローター
みきしんぐろーたー

はジャケット
じゃけっと

式
しき

で、冷却
れいきゃく

効果
こうか

は良
よ

くありませんが、構造
こうぞう

はシンプル
しんぷる

で低
てい

コスト
こすと

 

 です。 

・コンパウンド
こんぱうんど

、配合
はいごう

物
ぶつ

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

に配合
はいごう

剤
ざい

を混
ま

ぜた未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

です。 

＜さ 行
ぎょう

＞ 

・サージング
さーじんぐ

、脈動
みゃくどう

 

 材料
ざいりょう

の押出
おしだ

しにムラ
むら

が有
あ

り、ダイ
だい

から出
で

た押出
おしだし

品
ひん

が大
おお

きな波
なみ

（Surge）のように、うねることです。 

 製品
せいひん

の形状
けいじょう

や寸法
すんぽう

がばらつきます。 

・再生
さいせい

ゴム
ごむ

 

 
加硫
かりゅう

したゴム
ごむ

に熱
ねつ

や力
ちから

を加
くわ

えたり、薬品
やくひん

で処理
しょり

したりして、再び
ふたた

粘
ねん

弾性
だんせい

、可塑性
かそせい

を与えた
あた

ゴム
ごむ

です。 

 
 



 20 / 53 

 

・裁断
さいだん

（切断
せつだん

） 

 材料
ざいりょう

や加工品
かこうひん

を連続
れんぞく

して直線
ちょくせん

的
てき

に切
き

ります。 

 型
かた

で切
き

り抜
ぬ

いたり、曲線
きょくせん

で切
き

ることもあります。 

・裁断
さいだん

機
き

（切断
せつだん

機
き

） 

 押出
おしだ

し、加硫
かりゅう

、冷却
れいきゃく

された加工品
かこうひん

を引
ひ

き取
と

り、所定
しょてい

の長
なが

さにカット
かっと

する機械
きかい

です。 

 ギロチン
ぎろちん

、ナイフ
ないふ

、丸
まる

刃
ば

といったの刃物
はもの

を交換
こうかん

する際
さい

には鎖
くさり

手袋
てぶくろ

を使用
しよう

します。 

 刃物
はもの

は硬
かた

くて衝撃
しょうげき

に弱
よわ

いので取
と

り扱
あつか

いに注意
ちゅうい

します。 

・最適
さいてき

加硫
かりゅう

 

 ゴム
ごむ

製品
せいひん

に要求
ようきゅう

される性質
せいしつ

を満足
まんぞく

する加硫
かりゅう

状態
じょうたい

です。 

 正
ただ

しい材料
ざいりょう

を適切
てきせつ

な条件
じょうけん

で成形
せいけい

加工
かこう

します。 

・サイド
さいど

、サイドウォール
さいどうぉーる

 

 車
くるま

を支
ささ

えてたわむタイヤ
たいや

の部材
ぶざい

で、押出
おしだ

し加工
かこう

で作
つく

ります。 

 成形
せいけい

加工
かこう

で商品名
しょうひんめい

やサイズ
さいず

を入
い

れます。 

・材料
ざいりょう

供給
きょうきゅう

、材料
ざいりょう

投入
とうにゅう

 

 金型
かながた

や加工
かこう

機
き

の決
き

められた部位
ぶい

に材料
ざいりょう

を入
い

れます。 

 生産
せいさん

に合
あ

わせて、途切
とぎ

れることなく供給
きょうきゅう

しなければいけません。 

・材料
ざいりょう

の点検
てんけん

 

 品名
ひんめい

や番号
ばんごう

が正
ただ

しく、使用
しよう

期限
きげん

以内
いない

で、試験
しけん

に合格
ごうかく

していることを確認
かくにん

します。 

 形
かたち

や大
おお

きさが正
ただ

しく、異物
いぶつ

の混入
こんにゅう

が無
な

いことを確認
かくにん

します。 

 点検
てんけん

が終
お

わった間違
まちが

いのない材料
ざいりょう

を使用
しよう

します。 

・材料
ざいりょう

の呼
よ

び方
かた

 

 材料
ざいりょう

は加工
かこう

工程
こうてい

で使
つか

う形状
けいじょう

が異
こと

なり、色々
いろいろ

な呼
よ

び方
かた

があります。 

 ①圧縮
あっしゅく

成形
せいけい

（直圧
ちょくあつ

成形
せいけい

、コンプレッション
こんぷれっしょん

成形
せいけい

）    ： バウエル
ばうえる

玉
だま

、短冊
たんざく

 

 ②圧入
あつにゅう

成形
せいけい

（直
ちょく

圧
あつ

注入
ちゅうにゅう

成形
せいけい

、トランスファー
とらんすふぁー

成形
せいけい

） ： シート
しーと

、座布団
ざぶとん

 

 ③射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

（インジェクション
いんじぇくしょん

成形
せいけい

）           ： リボン
りぼん

 

 ④押
おし

出
だ

し加工
かこう

                         ： リボン
りぼん

、ペレット
ぺれっと

、練り
ねり

生地
きじ

、テープ
てーぷ

材 
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・先入
さきい

れ先出
さきだ

し 

 保管
ほかん

した材料
ざいりょう

や加工品
かこうひん

を、古
ふる

い物
もの

から順番
じゅんばん

に使
つか

います。 

 先
さき

に入
い

れた物
もの

を先
さき

に出
だ

す、FIFO（First-In First-Out）とも言
い

われます。 

・作業
さぎょう

手順
てじゅん

 

 
それぞれの作業

さぎょう

に応
おう

じて、「安全
あんぜん

に」「良
よ

い品質
ひんしつ

の製品
せいひん

を」「効率
こうりつ

よく生産
せいさん

を行
おこな

う」ための作業
さぎょう

を 

進
すす

める手順
てじゅん

のことで、標準
ひょうじゅん

書
しょ

に記載
きさい

されています。その手順
てじゅん

どおりに作業
さぎょう

をすることが大切
たいせつ

です。 

・作業
さぎょう

の心構
こころがま

え 

 安全
あんぜん

、品質
ひんしつ

、生産性
せいさんせい

を良
よ

くすることを心掛
こころが

けてください。 

 ①安全
あんぜん

な作業
さぎょう

 

 ②確実
かくじつ

な作業
さぎょう

（良
よ

い品質
ひんしつ

） 

 ③熟練
じゅくれん

した作業
さぎょう

（高
たか

い生産性
せいさんせい

） 

・作業
さぎょう

場
ば

 

 ２Ｓ（Seiri、Seiton）が基本
きほん

です。 

 ①整理
せいり

 ： 要
い

る物
もの

と要
い

らない物
もの

を分
わ

けて、要
い

らない物
もの

を捨
す

てます。 

 ②整頓
せいとん

 ： 要
い

る物
もの

を取
と

り出
だ

しやすい様
よう

に、決
き

められた場所
ばしょ

に置
お

いて表示
ひょうじ

します。 

 ※忙しい
いそが

からといって、決められた
き

場所
ばしょ

以外
いがい

に置いて
お

作業
さぎょう

をしてはいけません。 

 また、いつでも使用
しよう

できるようにといって、ハサミ
はさみ

等
とう

の工具
こうぐ

を作業
さぎょう

着
ぎ

のポケット
ぽけっと

に入れて
い

 

 作業
さぎょう

をしてはいけません。 

・三現主義
さんげんしゅぎ

 

 問題
もんだい

解決
かいけつ

において、３つの「現
げん

」を重視
じゅうし

するという考
かんが

え方
かた

です。 

 ①「現場
げんば

（現地
げんち

）」に足
あし

を運
はこ

ぶ（行
い

く）事
こと

 

 ②「現物
げんぶつ

（実物
じつぶつ

）」を手
て

に取
と

る事
こと

 

 ③「現実
げんじつ

（状況
じょうきょう

）」を目
め

で見
み

る事
こと

 

 ２つの「原
げん

」を加
くわ

えた５ゲン
げん

主義
しゅぎ

も大切
たいせつ

です。 

 ①原理
げんり

 ： 物事
ものごと

を成
な

り立
た

たせている根本的
こんぽんてき

な決
き

まり 

 ②原則
げんそく

 ： 多
おお

くの場合
ばあい

に当
あ

てはまるものごとの決
き

まり 
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・仕上
しあ

げ加工
かこう

 

 仕上
しあ

げ加工
かこう

時間
じかん

はゴム
ごむ

製品
せいひん

の品質
ひんしつ

に直接
ちょくせつ

影響
えいきょう

するものではありません。あせらず丁寧
ていねい

に 

 仕上
しあ

げます。 

・シール
しーる

 

 物
もの

と物
もの

の合
あ

わせ目
め

や継
つ

ぎ目
め

から、液体
えきたい

や気体
きたい

が外
そと

へ洩
も

れることや外
そと

から中
なか

へ入
はい

ることを防
ふせ

ぐ製品
せいひん

 

 です。 

・治工具
じこうぐ

 

 治具
じぐ

と工具
こうぐ

を併
あわ

せて治工具
じこうぐ

と言
い

います。 

 治具
じぐ

 ： 加工
かこう

や組
く

み立
た

てなどを手
て

助
だす

けし、動作
どうさ

を案内
あんない

するものです。 

 工具
こうぐ

 ： 加工
かこう

する道具
どうぐ

や機械
きかい

です。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

    ： メリーカッター
めりーかったー

、羅紗
らしゃ

バサミ
ばさみ

、裁断
さいだん

治具
じぐ

など 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

     ： ニッパー
にっぱー

、ハサミ
はさみ

、打
う

ち抜
ぬ

き治具
じぐ

など 

 ③混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 ： ナイフ
ないふ

、ハサミ
はさみ

、裁断
さいだん

治具
じぐ

、秤
はかり

など 

 ⑤ 複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

  ： ホットメス
ほっとめす

、ステッチャーローラー
すてっちゃーろーらー

、カッターナイフ
かったーないふ

、ハンドローラー
はんどろーらー

など 

・治工具
じこうぐ

の点検
てんけん

 

 治工具
じこうぐ

が壊
こわ

れていたら、仕事
しごと

ができません。 怪我
けが

をすることもあります。 

 品質
ひんしつ

に影響
えいきょう

する為
ため

、刃
は

の欠
か

けや動
うご

きなどの点検
てんけん

が必要
ひつよう

です。 

 点検
てんけん

が終
お

わった良
よ

い治工具
じこうぐ

を正
ただ

しく使
つか

います。 

・自
じ

工程
こうてい

完結
かんけつ

 

 「悪
わる

い物
もの

を、前
まえ

の工程
こうてい

から受
う

け取
と

らない、自分
じぶん

の工程
こうてい

で作
つく

らない、後
あと

の工程
こうてい

に送
おく

らない」という、 

 生産性
せいさんせい

向上
こうじょう

の取
と

り組
く

みです。 

・指差呼称
しさこしょう

（指差
ゆびさ

し呼称
こしょう

） 

 安全
あんぜん

の意識
いしき

を高
たか

めて、間違
まちが

いやミス
みす

を無
な

くし、事故
じこ

を防
ふせ

ぐ為
ため

のとても良
よ

い手段
しゅだん

です。 

 点検
てんけん

する箇所
かしょ

をしっかり見
み

て、指
ゆび

を差
さ

して、大
おお

きな声
こえ

で「〇〇〇 ヨシ
よし

！」 

 治工具
じこうぐ

      ： 「ニッパ
にっぱ

ー動
うご

き ヨシ
よし

！」「ハサミ
はさみ

刃
は

欠
か

けなし ヨシ
よし

！」など 

 測定器
そくていき

      ： 「ノギス
のぎす

ゼロ
ぜろ

点
てん

 ヨシ
よし

！」「スライダー
すらいだー

動
うご

き ヨシ
よし

！」など 
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 非常
ひじょう

停止
ていし

装置
そうち

 ： 「ボタンスイッチ
ぼたんすいっち

破損
はそん

無
な

し ヨシ
よし

！」「非常
ひじょう

停止
ていし

作動
さどう

 ヨシ
よし

！」など 

 安全
あんぜん

装置
そうち

    ： 「マットスイッチ
まっとすいっち

作動
さどう

 ヨシ
よし

！」「ライトカーテン
らいとかーてん

作動
さどう

 ヨシ
よし

！」など 

・実測値
じっそくち

 

 表面
ひょうめん

温度
おんど

計
けい

、ストップウオッチ
すとっぷうおっち

、圧力計
あつりょくけい

などにより実際
じっさい

の値
あたい

を測定
そくてい

します。 

 測定
そくてい

器
き

や測
はか

り方
かた

による誤差
ごさ

を小
ちい

さくするように正
ただ

しく測
はか

ります。 

 またバラツキ
ばらつき

を見込
みこ

んで決
き

められた箇所
かしょ

を、決
き

められた頻度
ひんど

で測
はか

ります。 

・指定
してい

可燃物
かねんぶつ

 

 火災
かさい

の拡大
かくだい

が速
はや

く、消火
しょうか

が難
むずか

しいとして法律
ほうりつ

で定
さだ

められたものです。 

 不燃性
ふねんせい

または難燃
なんねん

性
せい

でないゴム
ごむ

製品
せいひん

、ゴム
ごむ

加工
かこう

品
ひん

、ゴム
ごむ

くずや原料
げんりょう

ゴム
ごむ

です。 

・自動車
じどうしゃ

部品
ぶひん

 

 多
おお

くの自動車
じどうしゃ

部品
ぶひん

にゴム
ごむ

が使
つか

われています。 

 ①成形
せいけい

加工
かこう

製品
せいひん

 

 防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

   ： エンジンマウント
えんじんまうんと

、サスペンションブッシュ
さすぺんしょんぶっしゅ

、ダンパー
だんぱー

など 

 シールゴム
しーるごむ

 ： オイルシール
おいるしーる

、コネクターシール
こねくたーしーる

、エンジンカバー
えんじんかばー

など 

 ②押出
おしだ

し加工
かこう

製品
せいひん

 

 ホース
ほーす

    ： 燃料系
ねんりょうけい

、水
みず

系
けい

、空気
くうき

系
けい

など 

 シールゴム
しーるごむ

 ： ウエザーストリップ
うえざーすとりっぷ

、ガラスランチャンネル
がらすらんちゃんねる

、トランクリッド
とらんくりっど

など 

 ③複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

製品
せいひん

 

 タイヤ
たいや

    ： チューブレスタイヤ
ちゅーぶれすたいや

、スタッドレスタイヤ
すたっどれすたいや

、ランフラットタイヤ
らんふらっとたいや

など 

 伝導
でんどう

ベルト
べると

 ： Ｖベルト
べると

、タイミングベルト
たいみんぐべると

、変速
へんそく

ベルト
べると

など 

・絞
しぼ

り加工
かこう

 

 例
れい

として、防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

のブッシュ
ぶっしゅ

は加硫
かりゅう

後
ご

に、外筒
がいとう

の外径
がいけい

を小
ちい

さくする加工
かこう

をします。 

 外筒
がいとう

の寸法
すんぽう

精度
せいど

を上
あ

げて組
くみ

付
つ

けを良好
りょうこう

にし、耐久性
たいきゅうせい

を向上
こうじょう

させます。 

・染
し

み出
だ

し 

 
表面
ひょうめん

を被覆
ひふく

したゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が裏面
うらめん

ににじみ出
で

ることです。 
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・射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

、インジェクション
いんじぇくしょん

成形
せいけい

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

を射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

機
き

で加熱
かねつ

して閉
と

じた金型
かながた

に圧力
あつりょく

をかけて充填
じゅうてん

して成形
せいけい

します。 

 射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

は、材料
ざいりょう

や金型
かながた

の温度
おんど

と圧力
あつりょく

、そして成形
せいけい

時間
じかん

の管理
かんり

が重要
じゅうよう

です。 

・射出
しゃしゅつ

ノズル
のずる

 

 射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

機
き

の先端
せんたん

部
ぶ

に取
と

り付
つ

け、可塑
かそ

化
か

した未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

を絞
しぼ

り込
こ

んで通過
つうか

させる部品
ぶひん

です。 

 充填
じゅうてん

圧力
あつりょく

や射出
しゃしゅつ

速度
そくど

に適
てき

したノズル
のずる

の穴
あな

径
けい

を選定
せんてい

します。 

・ジャストインタイム
じゃすといんたいむ

（Just-In-Time） 

 必要
ひつよう

な物
もの

を、必要
ひつよう

な時
とき

に、必要
ひつよう

な数
かず

（量
りょう

）つくることです。 

・集塵
しゅうじん

機
き

 

 空気中
くうきちゅう

に飛
と

び散
ち

った粉
こな

や塵
ちり

状
じょう

の固体
こたい

粒子
りゅうし

を吸引
きゅういん

して捕集
ほしゅう

し、きれいな空気
くうき

を排出
はいしゅつ

する機械
きかい

です。 

 押出
おしだ

し加工
かこう

の防
ぼう

着
ちゃく

材
ざい

塗布
とふ

工程
こうてい

や研削
けんさく

加工
かこう

工程
こうてい

などに設置
せっち

されます。 

 集塵
しゅうじん

フィルター
ふぃるたー

は定期的
ていきてき

に清掃
せいそう

または交換
こうかん

し、補修
ほしゅう

物
ぶつ

は適切
てきせつ

に廃棄
はいき

します。 

・充填率
じゅうてんりつ

、フィルファクター
ふぃるふぁくたー

 

 混
こん

練
ね

り機
き

の容量
ようりょう

に対
たい

する、投入
とうにゅう

する材料
ざいりょう

の容積
ようせき

の比率
ひりつ

です。 

・充填
じゅうてん

量
りょう

、仕込
しこ

み重量
じゅうりょう

 

 キャビティー
きゃびてぃー

に投入
とうにゅう

するゴム材料
ざいりょう

の量
りょう

です。 

・ジョイント
じょいんと

位置
いち

ズレ
ずれ

不良
ふりょう

 

 タイヤ
たいや

のカーカス
かーかす

、ベルト
べると

、トレッド
とれっど

などの各
かく

部材
ぶざい

をドラム
どらむ

に巻
ま

き付
つ

けて、端部
たんぶ

を圧着
あっちゃく

した際
さい

に、 

 材料
ざいりょう

の重
かさ

なり量
りょう

が規格
きかく

より外
はず

れてしまう不良
ふりょう

をいいます。 

・ジョイン
じょいん

ト手直
てなお

し 

 タイヤ
たいや

のカーカス
かーかす

、ベルト
べると

、トレッド
とれっど

などの各
かく

部材
ぶざい

をドラム
どらむ

に巻
ま

き付
つ

けて、端部
たんぶ

を圧着
あっちゃく

した部分
ぶぶん

の 

 左右
さ ゆ う

のズレ
ずれ

や浮
う

きを修正
しゅうせい

します。 

・ジョイントレスバンド
じょいんとれすばんど

 

 タイヤコード
たいやこーど

にゴム
ごむ

を被せて
かぶ

テープ
てーぷ

状
じょう

にした部材
ぶざい

です。 

 空気
くうき

入
い

りタイヤ
たいや

に用
もち

いられ、膨
ふく

らみ形状
けいじょう

を調整
ちょうせい

して、高速
こうそく

耐久性
たいきゅうせい

を向上
こうじょう

させたり、ノイズ
のいず

を 

 低減
ていげん

します。 
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・使用
しよう

期限
きげん

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の正常
せいじょう

な物性
ぶっせい

や成形性
せいけいせい

を保
たも

つことが出来
でき

る期間
きかん

です。 

 太陽
たいよう

の光
ひかり

、熱
ねつ

や水分
すいぶん

により劣化
れっか

します。 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

は日光
にっこう

が当
あ

たらない、温度
おんど

管理
かんり

の出来
でき

る涼
すず

しい場所
ばしょ

に保管
ほかん

します。 

 使用
しよう

期限
きげん

の切
き

れた古
ふる

い材料
ざいりょう

は、職場
しょくば

のルール
るーる

に従
したが

って廃棄
はいき

します。 

・ショートショット
しょーとしょっと

、欠
けつ

肉
にく

 

 キャビティー
きゃびてぃー

内
ない

のゴム
ごむ

の充填
じゅうてん

不足
ふそく

で、金型
かながた

から取
と

り出
だ

した製品
せいひん

の一部
いちぶ

が欠
か

けています。 

 ゴム
ごむ

が速
はや

くに固
かた

まったり、圧入
あつにゅう

する力
ちから

が不足
ふそく

していたり、ゴム
ごむ

の量
りょう

が少
すく

ないことが原因
げんいん

です。 

・ショット
しょっと

 

 金型
かながた

による成形
せいけい

加工
かこう

作業
さぎょう

の１回
かい

分
ぶん

のことです。 

・スクラップゴム
すくらっぷごむ

 

 不要
ふよう

になったゴム
ごむ

製品
せいひん

や未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

です。 

 製造
せいぞう

過程
かてい

で発生
はっせい

した屑
くず

、不良
ふりょう

品
ひん

やバリ
ばり

などがあります。 

・スクリュー
すくりゅー

 

 押出
おしだし

機
き

の螺旋状
らせんじょう

の溝
みぞ

がある部品
ぶひん

で、太
ふと

さ、長
なが

さ、形状
けいじょう

により色々
いろいろ

な種類
しゅるい

があります。 

 回転
かいてん

して、未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

を練
ね

りながら前
まえ

へ押
お

し出
だ

します。 

 始業
しぎょう

点検
てんけん

では５ｒｐｍ以下
いか

で回転
かいてん

させて、異音
いおん

などの異常
いじょう

がないか確認
かくにん

します。 

 異音
いおん

の原因
げんいん

としては、焼け
やけ

ゴム
ごむ

や異物
いぶつ

混入
こんにゅう

などが考え
かんが

られます。 

・スコーチ
すこーち

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

が保管中
ほかんちゅう

など加硫
かりゅう

工程
こうてい

の前
まえ

に加硫
かりゅう

してしまうことです。 

 弾性
だんせい

が増
ま

して、所定
しょてい

の形状
けいじょう

に加工
かこう

することができなくなります。 

・スコーチタイム
すこーちたいむ

、ムーニースコーチ
むーにーすこーち

 

 粘度
ねんど

の最低
さいてい

値
ち

から所定
しょてい

の粘度
ねんど

に上
あ

がった時間
じかん

のことです。 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

は加熱
かねつ

すると柔
やわ

らかくなり、粘度
ねんど

が下
さ

がります。 

 
さらに加熱

かねつ

すると加硫
かりゅう

して硬
かた

くなり、粘度
ねんど

が上
あ

がります。 
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・スティッキー
すてぃっきー

 

 ゴム
ごむ

が”べとついている”ことです。 

・ステッチャーローラー
すてっちゃーろーらー

 

 タイヤ
たいや

の部材
ぶざい

のつなぎ合
あ

わせ部
ぶ

（スプライス
すぷらいす

）を圧着
あっちゃく

する転圧
てんあつ

工具
こうぐ

です。 

 部材
ぶざい

に油
あぶら

が付
つ

くと接着
せっちゃく

不良
ふりょう

になるので、回転
かいてん

軸
じく

に潤滑油
じゅんかつゆ

を差
さ

してはいけません。 

・ストレーナー
すとれーなー

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

に含
ふく

まれる配合
はいごう

剤
ざい

のかたまりや、温調
おんちょう

水
すい

や加圧
かあつ

空気
くうき

に含
ふく

まれる異物
いぶつ

を取
と

り除
のぞ

く装置
そうち

です。 

 押出
おしだ

し加工
かこう

では、スクリュー
すくりゅー

とダイ
だい

の間
あいだ

にストレーナー
すとれーなー

を入
い

れると異物
いぶつ

の混入
こんにゅう

を防
ふせ

ぐことが 

 できます。 

 温調
おんちょう

機
き

の温度
おんど

異常
いじょう

はストレーナー
すとれーなー

の詰
つ

まりが主
おも

な原因
げんいん

です。 

 定期的
ていきてき

に清掃
せいそう

及
およ

び交換
こうかん

を行
おこな

います。 

・素
す

練
ね

り 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

を弾性
だんせい

が強
つよ

い状態
じょうたい

から可塑性
かそせい

が強
つよ

い状態
じょうたい

にします。 

 練
ね

る力
ちから

と熱
ねつ

でゴム
ごむ

を柔
やわ

らかくして、配合
はいごう

剤
ざい

を混
ま

ざりやすくします。 

・スパイダーライン
すぱいだーらいん

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が押出
おしだし

機
き

の中
なか

でスパイダー
すぱいだー

により遮
さえぎ

られた跡
あと

が、押出
おしだし

品
ひん

に残
のこ

ったスジ
すじ

（縞模様
しまもよう

）の 

 ことです。 

 材料
ざいりょう

の融合
ゆうごう

（溶
と

け合
あ

う）不良
ふりょう

です。 

・スパイラルホース
すぱいらるほーす

 

 内層
ないそう

ゴム
ごむ

の外側
そとがわ

に糸
いと

や金属
きんぞく

ワイヤー
わいやー

を螺旋状
らせんじょう

に巻
ま

き付
つ

けたホース
ほーす

です。 

 螺旋状
らせんじょう

に巻
ま

き付
つ

ける機械
きかい

をスパイラル
すぱいらる

機
き

と言
い

います。 

・スピュー
すぴゅー

 

 タイヤ
たいや

のトレッド
とれっど

やショルダー
しょるだー

、サイド
さいど

にある髭
ひげ

の様
よう

な糸状
いとじょう

の細
ほそ

いゴム
ごむ

を「スピュー
すぴゅー

」と言
い

います。 

 金型
かながた

の空気
くうき

抜
ぬ

きの小
ちい

さな穴
あな

から空気
くうき

が抜
ぬ

ける際
さい

に、ゴム
ごむ

が噴
ふ

き出
だ

して（spew）できます。 

・スプール
すぷーる

 

 射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

機
き

から出
で

た未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

が金型
かながた

内
ない

に流
なが

れ込
こ

む最初
さいしょ

の通路
つうろ

（流路
りゅうろ

）です。 
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・スプライス
すぷらいす

、ジョイント
じょいんと

 

 帯状
おびじょう

の部材
ぶざい

をドラム
どらむ

に巻
ま

き付
つ

けて、端
はし

同士
どうし

を重
かさ

ねてつなぎ合
あ

わせて環状
かんじょう

にする際
さい

の、つなぎ合
あ

わせ 

 部分
ぶ ぶ ん

のことです。成形
せいけい

スプライス
すぷらいす

とも言
い

われます。 

 帯状
おびじょう

の部材
ぶざい

の途中
とちゅう

で重
かさ

ねてつなぎ合
あ

わせた部分
ぶぶん

は材料
ざいりょう

スプライス
すぷらいす

とも言
い

われます。 

 つなぎ合
あ

わせ部
ぶ

はゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の量
りょう

や、互
たが

いに重
かさ

なるコード
こーど

の本数
ほんすう

に過不足
かふそく

が生
しょう

じ、欠陥
けっかん

が 

 起
お

きやすいです。 

・スポンジゴム
すぽんじごむ

 

 連続
れんぞく

気泡
きほう

のゴム
ごむ

の発泡
はっぽう

体
たい

です。 

・寸法
すんぽう

計測
けいそく

装置
そうち

 

 冷却
れいきゃく

槽
そう

から出
で

た後
あと

に、レーザー
れーざー

式
しき

外径
がいけい

測定
そくてい

機
き

を設置
せっち

することが多
おお

いです。 

 非
ひ

接触
せっしょく

で押出
おしだし

加工
かこう

品
ひん

の外径
がいけい

を連続
れんぞく

的
てき

に測定
そくてい

します。 

 測定
そくてい

方式
ほうしき

には、１軸
じく

、２軸
じく

、振動
しんどう

式
しき

全周
ぜんしゅう

の３種類
しゅるい

があります。 

 検出
けんしゅつ

部
ぶ

ガラス
がらす

面
めん

の清掃
せいそう

が大切
たいせつ

です。 

・寸法
すんぽう

検査
けんさ

 

 製品
せいひん

の大
おお

きさが基準
きじゅん

書
しょ

通
どお

りに作
つく

られているか、測定
そくてい

器
き

を使用
しよう

して確認
かくにん

する作業
さぎょう

です。 

 測定
そくてい

する項目
こうもく

と大
おお

きさ及
およ

び公差
こうさ

に適
てき

した測定器
そくていき

を選定
せんてい

します。 

・寸法
すんぽう

不良
ふりょう

 

 長
なが

さ、厚
あつ

みなどの寸法
すんぽう

が決
き

められた値
あたい

から外
はず

れているものです。 

・成形
せいけい

加工
かこう

 

 加熱
かねつ

した金型
かながた

の中
なか

に材料
ざいりょう

を入
い

れて形
かたち

を作
つく

るので、金型
かながた

の温度
おんど

管理
かんり

と成形
せいけい

時間
じかん

が製品
せいひん

を作
つく

る時
とき

に 

  重要
じゅうよう

です。 

 金型
かながた

温度
おんど

は温度
おんど

表示
ひょうじ

器
き

を確認
かくにん

するだけでなく、決
き

められた場所
ばしょ

の実際
じっさい

の温度
おんど

を表面
ひょうめん

温度計
おんどけい

で 

  測
はか

ります。 

  コンプレッション
こんぷれっしょん

（圧縮
あっしゅく

）成形
せいけい

、トランスファー
とらんすふぁー

成形
せいけい

、インジェクション
いんじぇくしょん

（射出
しゃしゅつ

）成形
せいけい

といった成形
せいけい

方法
ほうほう

が 

  あります。 

 コンプレッション
こんぷれっしょん

（圧縮
あっしゅく

）成形
せいけい

では、ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の置
お

き方
かた

が品質
ひんしつ

に影響
えいきょう

します。 
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 金型
かながた

の開閉
かいへい

による挟
はさ

まれ事故
じこ

に注意
ちゅうい

します。 

・成形
せいけい

機
き

 

 成形
せいけい

加工
かこう

で、ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

から金型
かながた

により形状
けいじょう

をつくる機械
きかい

です。 

 ゴム
ごむ

の流動
りゅうどう

性
せい

を利用
りよう

して、続
つづ

けて同一
どういつ

形状
けいじょう

を形作
かたちづく

ります。 

 圧縮
あっしゅく

成形
せいけい

機
き

（コンプレッション
こんぷれっしょん

成形
せいけい

機
き

）、射出
しゃしゅつ

成形
せいけい

機
き

（インジェクション
いんじぇくしょん

成形機
せいけいき

）などがあります。 

・成形
せいけい

サイクル
さいくる

、サイクルタイム
さいくるたいむ

 

 成形
せいけい

機
き

の起動
きどう

から次
つぎ

の起動
きどう

までにかかる時間
じかん

です。 

 必要
ひつよう

な数量
すうりょう

を生産
せいさん

するのにかかる時間
じかん

を計算
けいさん

するときに使
つか

います。 

 生産
せいさん

所要
しょよう

時間
じかん

＝必要数
ひつようすう

÷時間
じかん

当
あ

たり生産数
せいさんすう

 

 時間
じかん

当
あ

たり生産数
せいさんすう

＝キャビティー
きゃびてぃー

数
すう

×（６０分
ぷん

÷サイクルタイム
さいくるたいむ

） 

・成形
せいけい

収縮
しゅうしゅく

 

 金型
かながた

で圧縮
あっしゅく

された熱
あつ

いゴム
ごむ

加工
かこう

品
ひん

が金型
かながた

から出
で

て、冷
ひ

えて縮
ちぢ

むことです。 

・成形
せいけい

品
ひん

 

 本
ほん

職種
しょくしゅ

の４つの加工
かこう

作業
さぎょう

で作
つく

られる物
もの

について、次
つぎ

の様
よう

に使
つか

い分
わ

けています。 

 成形
せいけい

加工
かこう

では成形
せいけい

品
ひん

、押出
おしだ

し加工
かこう

では押出
おしだし

品
ひん

、混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

及
およ

び複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

では加工品
かこうひん

と 

  言
い

います。 

・清掃
せいそう

 

 清掃
せいそう

はきれいにするだけでなく、次
つぎ

の様
よう

な目的
もくてき

があります。 

 ①異常
いじょう

に気付
きづ

く（点検
てんけん

） 

 ②汚
よご

れや異物
いぶつ

混入
こんにゅう

を防
ふせ

ぐ（品質
ひんしつ

） 

 ③滑
すべ

る、躓
つまづ

くを防
ふせ

ぐ（安全
あんぜん

） 

・積層
せきそう

ゴム
ごむ

 

 ゴム
ごむ

の加工品
かこうひん

（部材
ぶざい

）と他
ほか

の材料
ざいりょう

を重
かさ

ね合
あ

わせて、加硫
かりゅう

接着
せっちゃく

した加工品
かこうひん

です。 

・絶縁体
ぜつえんたい

 

 電気
でんき

を通
とお

しにくい、あるいは通
とお

さない物質
ぶっしつ

のことです。 

 ゴム
ごむ

は絶縁体
ぜつえんたい

ですが、配合
はいごう

を調整
ちょうせい

することにより電気
でんき

を通
とお

すことができます。 
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・接着
せっちゃく

ゴム
ごむ

 

 ベルト
べると

の心線
しんせん

の上部
じょうぶ

のゴム
ごむ

です。 

 帆布
はんぷ

、心線
しんせん

と底
そこ

ゴム
ごむ

を接着
せっちゃく

するとともに、外部
がいぶ

からの衝撃
しょうげき

を緩和
かんわ

します。 

・接着
せっちゃく

ゴムテープ
ごむてーぷ

 

 ベルト
べると

を接合
せつごう

するテープ
てーぷ

状
じょう

の未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

です。 

 所定
しょてい

の長
なが

さに切
き

り、接合
せつごう

部
ぶ

に重
かさ

ねてハンドローラー
はんどろーらー

で転圧
てんあつ

し、加硫
かりゅう

接着
せっちゃく

します。 

・接着剤
せっちゃくざい

 

 物
もの

と物
もの

をつないで一
ひと

つにする材料
ざいりょう

です。 

 ゴム
ごむ

加工
かこう

品
ひん

の表面
ひょうめん

の油
あぶら

や汚
よご

れを取
と

り除
のぞ

き、乾
かわ

かします。 

 表面
ひょうめん

を荒
あら

くしたり、下塗
したぬ

り材
ざい

を塗
ぬ

るとうまく接着
せっちゃく

できます。 

・設定値
せっていち

 

 成形
せいけい

機
き

や型
かた

を制御
せいぎょ

する温度
おんど

、時間
じかん

、圧力
あつりょく

などの目標値
もくひょうち

です。 

 中央
ちゅうおう

値
ち

だけでなく上限値
じょうげんち

、下限値
かげんち

を目標値
もくひょうち

として各
かく

機器
きき

を制御
せいぎょ

する場合
ばあい

もあります。 

・設備
せつび

 

 本
ほん

職種
しょくしゅ

の実習
じっしゅう

では、ゴム
ごむ

製品
せいひん

を製造
せいぞう

する為
ため

に必要
ひつよう

な装置
そうち

のことをいいます。 例
たと

えば、成形
せいけい

加工
かこう

 

 では、成形
せいけい

機
き

と材料
ざいりょう

供給
きょうきゅう

機
き

、温調
おんちょう

機
き

、取出
とりだ

し機
き

などの周辺
しゅうへん

機器
きき

を含
ふく

めて設備
せつび

と言
い

います。 

 成形
せいけい

機
き

を非常
ひじょう

停止
ていし

させると、同時
どうじ

に停止
ていし

する周辺
しゅうへん

機器
きき

があります。 

 非常
ひじょう

停止
ていし

の操作
そうさ

により停止
ていし

する機器
きき

を明確
めいかく

にして、安全
あんぜん

に設備
せつび

を停止
ていし

します。 

 また、決
き

められた手順
てじゅん

で設備
せつび

を復旧
ふっきゅう

させます。 

・セル
せる

 

 発泡
はっぽう

してできた気泡
きほう

で、柱
はしら

（骨格
こっかく

）と壁
かべ

（膜
まく

）で囲
かこ

まれた小
ちい

さな空間
くうかん

のことです。 

・洗浄
せんじょう

機
き

 

 エンジンマウント
えんじんまうんと

、ブッシュ
ぶっしゅ

といった防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

の金具
かなぐ

などの表面
ひょうめん

の異物
いぶつ

を洗
あら

い流
なが

す機械
きかい

です。 

 接着
せっちゃく

の前処理
まえしょり

として、脱脂
だっし

工程
こうてい

の溶剤
ようざい

洗浄
せんじょうき

機やブラスト
ぶらすと

工程
こうてい

の水
みず

洗浄
せんじょうき

機があります。 

・センターズレ
せんたーずれ

、オフセンター
おふせんたー

不良
ふりょう

 

 タイヤ
たいや

の部材
ぶざい

が中心
ちゅうしん

を外
はず

れて、左右
さゆう

のどちらかに偏って
かたよ

いることです。 
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 カーカス
かーかす

やベルト
べると

をドラム
どらむ

に巻
ま

く時
とき

に基準
きじゅん

線
せん

をしっかり確認
かくにん

します。 

・相溶
そうよう

性
せい

 

 複数
ふくすう

の物質
ぶっしつ

を混合
こんごう

した場合
ばあい

、分離
ぶんり

せずに混
ま

ざり合
あ

う性
せい

質
しつ

のことです。 

・測定
そくてい

器
き

 

 物
もの

の形
かたち

、大
おお

きさ、重
おも

さなどを数値
すうち

で表
あらわ

す機械
きかい

工具
こうぐ

です。 

 ①押出
おしだ

し加工
かこう

    ： ノギス
のぎす

、金属製直尺
きんぞくせいちょくじゃく

、投影機
とうえいき

など 

 ②成形
せいけい

加工
かこう

     ： ノギス
のぎす

、ハイトゲージ
はいとげーじ

など 

 ③混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

 ： ノギス
のぎす

、金属製直尺
きんぞくせいちょくじゃく

、ダイヤルシックネスゲージ
だいやるしっくねすげーじ

、秤
はかり

など 

 ④複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

  ： 巻
ま

き尺
じゃく

、ダイヤルゲージ
だいやるげーじ

など 

 ※ノギス
のぎす

などの測定
そくてい

機器
きき

は、精密
せいみつ

機器
きき

なのでていねいに取
と

り 扱
あつか

う必要
ひつよう

があります。 

・測定
そくてい

器
き

の点検
てんけん

 

 品質
ひんしつ

を保
たも

つために必要
ひつよう

で、校正
こうせい

済
ず

みの測定
そくてい

器
き

を使
つか

います。 

 外観
がいかん

の破損
はそん

、ゼロ点
てん

や動
うご

きを確認
かくにん

します。 

 点検
てんけん

が終
お

わった良
よ

い測定
そくてい

器
き

を正
ただ

しく使
つか

います。 

・底
そこ

ゴム
ごむ

、下
した

ゴム
ごむ

 

 ベルト
べると

のプーリー
ぷーりー

で支持
しじ

される部分
ぶぶん

のゴム
ごむ

です。 

 接着
せっちゃく

ゴム
ごむ

と一体
いったい

成形
せいけい

され、心線
しんせん

及
およ

び帆布
はんぷ

と強固
きょうこ

に接着
せっちゃく

されています。 

・外
そと

段取
だんど

り 

 生産
せいさん

設備
せつび

を止
と

めずに行
おこな

う段取
だんど

り替
が

えです。 

＜た 行
ぎょう

＞ 

・ダイ、
だい、

ダイス
だいす

、口金
くちがね

 

 押出
おしだし

機
き

ヘッ
へっど

ドの材料
ざいりょう

の出口
でぐち

に取
と

り付
つ

ける型
かた

です。 

 ダイ
だい

を固定
こてい

するナット
なっと

やボルト
ぼると

の、欠
か

けや摩耗
まもう

に注意
ちゅうい

します。 

・耐候性
たいこうせい

 

 
日光
にっこう

（光
ひかり

）、温度
おんど

（熱
ねつ

）、湿度
しつど

（水
みず

）などの気候
きこう

による、外観
がいかん

や性質
せいしつ

の変化
へんか

に耐
た

える性能
せいのう

です。 
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・ダイスウェル
だいすうぇる

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

がダイ
だい

から押
お

し出
だ

された直後
ちょくご

に膨
ふく

らむことです。 

 押出
おしだし

品
ひん

の断面
だんめん

形状
けいじょう

はダイ
だい

の形状
けいじょう

よりも大
おお

きくなります。 

・タイヤコード
たいやこーど

 

 タイヤ
たいや

の形状
けいじょう

を保持
ほじ

する為
ため

の補強
ほきょう

材
ざい

です。 

 縦糸
たていと

と横糸
よこいと

が「日
ひ

除
よ

けの簾
すだれ

」のようになった織物
おりもの

（生地
きじ

）です。 

・ダイヤルシックネスゲージ
だいやるしっくねすげーじ

 

 レバー
ればー

を指
ゆび

で押
お

し下
さ

げて、試験
しけん

片
へん

を挟
はさ

んで厚
あつ

みを測
はか

ります。 

 ゼロ
ぜろ

点
てん

を合
あ

わせた後
のち

、試験
しけん

片
へん

を面
めん

直
ちょく

に挟
はさ

みます。 

 外周
がいしゅう

の最小
さいしょう

目盛
めも

りは０．０１ｍｍで、針
はり

は時計回
とけいまわ

りに回
まわ

ります。 

 小
ちい

さな円
えん

の最小
さいしょう

目盛
めも

りは１ｍｍで、針
はり

は反
はん

時計回
とけいまわ

りに回
まわ

ります。 

・打痕
だこん

 

 ものにぶつけてできた跡
あと

のへこみで、へこみの周
まわ

りが盛
も

り上
あ

がっているものもあります。 

・試
ため

し加工
かこう

 

 設備
せつび

で作業
さぎょう

の初
はじ

めに加工
かこう

品
ひん

（初
しょ

品
ひん

）を作
つく

ることを言
い

います。 

 初
しょ

品
ひん

の品質
ひんしつ

を確認
かくにん

し、不具合
ふぐあい

が無
な

ければ、続
つづ

けて加工
かこう

を行
おこな

います。 

 成形
せいけい

加工
かこう

、押出
おしだ

し加工
かこう

、複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

で行
おこな

う作業
さぎょう

です。 

・弾性
だんせい

 

 変形
へんけい

させた力
ちから

を取
と

り除
のぞ

いた時
とき

に、元
もと

の形
かたち

や寸法
すんぽう

に瞬時
しゅんじ

に戻
もど

ろうとする性質
せいしつ

です。 

・段取
だんど

り替
が

え 

 加工
かこう

品
ひん

の種類
しゅるい

や、作業
さぎょう

を変更
へんこう

する時
とき

の前
まえ

準備
じゅんび

です。 

 標準
ひょうじゅん

書
しょ

、材料
ざいりょう

、型
かた

、加工
かこう

条件
じょうけん

の変更
へんこう

だけでなく、作業
さぎょう

内容
ないよう

の確認
かくにん

や清掃
せいそう

も大切
たいせつ

です。 

・段取
だんど

り替
が

え時間
じかん

 

 段取
だんど

り替
が

えにかかる時間
じかん

です。 

 
段取
だんど

り替
が

え時間
じかん

を短
みじか

くする工夫
くふう

が大切
たいせつ

です。 
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・端面
たんめん

はがれ不良
ふりょう

 

 タイヤ
たいや

やベルト
べると

をつくる際
さい

にゴム
ごむ

を貼
は

り付
つ

けした端面
たんめん

の部分
ぶぶん

が剝
はが

れる不良
ふりょう

のことをいいます。 

・チェーンブロック
ちぇーんぶろっく

 

 人力
じんりき

でチェーン
ちぇーん

を操作
そうさ

して、重量
じゅうりょう

物
ぶつ

の吊
つ

り上
あ

げや吊
つ

り下
さ

げをする機器
きき

です。 

・注型
ちゅうけい

成形
せいけい

 

 製品
せいひん

のモデル
もでる

から姿
すがた

どりをして、シリコンゴム
しりこんごむ

などの型
かた

を作
つく

ります。 

 この型
かた

に材料
ざいりょう

を流
なが

し込
こ

んで成形
せいけい

します。 

・チューブ
ちゅーぶ

、ゴム
ごむ

管
かん

 

 繊維
せんい

やワイヤー
わいやー

などの補強
ほきょう

材
ざい

は無
な

く、ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

でできた中空
ちゅうくう

の管
くだ

（パイプ
ぱいぷ

）です。 

・調整
ちょうせい

作業
さぎょう

 

 試
ため

し加工
かこう

などで確認
かくにん

した出来
でき

栄え
ばえ

に応
おう

じて、基準
きじゅん

書
しょ

に従
したが

って加工
かこう

条件
じょうけん

を変更
へんこう

します。 

・チョーキング
ちょーきんぐ

 

 ゴム
ごむ

製品
せいひん

が光
ひかり

や熱
ねつ

、水
みず

によって劣化
れっか

し、表面
ひょうめん

に充填
じゅうてん

剤
ざい

が出
で

て、白
しろ

い粉
こな

を噴
ふ

いた状態
じょうたい

です。 

・通路
つうろ

 

 決
き

められた通路
つうろ

を次
つぎ

の決
き

まりを守
まも

って、安全
あんぜん

に通
とお

ります。 

 ①走
はし

りません 

 ②近道
ちかみち

をしません 

 ③ポケット
ぽけっと

に手
て

を入
い

れません 

 ④スマホ
すまほ

や携帯
けいたい

電話
でんわ

をしません。 

 ⑤お喋
しゃべ

りをしません。 

・ディッピング
でぃっぴんぐ

 

 液状
えきじょう

のゴム
ごむ

材料
ざいりょう

に副資材
ふくしざい

や型
かた

を漬
つ

けこみ、引
ひ

き揚
あ

げた後
のち

に加熱
かねつ

して乾燥
かんそう

固化
こか

します。 

・ディッピングコード
でぃっぴんぐこーど

（ディップ
でぃっぷ

反
たん

） 

 タイヤコード
たいやこーど

に接着剤
せっちゃくざい

を塗布
とふ

して、ゴム
ごむ

にディッピング
でぃっぴんぐ

したものです。 

・デーライト
でーらいと

 

成形機
せいけいき

や裁断機
さいだんき

などの固定
こてい

板
ばん

と可動
かどう

板
ばん

の距離
きょり

です。 
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・デュロメーター
でゅろめーたー

硬
かた

さ 

 デュロメーター
でゅろめーたー

は硬度計
こうどけい

の一種
いっしゅ

です。 

 測
はか

る物
もの

の硬
かた

さにより、デュロメーター
でゅろめーたー

のタイプ
たいぷ

（種類
しゅるい

）を変
か

えます。 

・点検
てんけん

 

 汚
よご

れや傷
きず

、油
あぶら

や水漏
みずも

れ、おかしな音
おと

がしないかなど、一
ひと

つ一
ひと

つ丁寧
ていねい

に確認
かくにん

し、指差呼称
しさこしょう

して、 

 結果
けっか

を記録
きろく

します。 

 設備
せつび

の点検
てんけん

は設備
せつび

の問題
もんだい

を未然
みぜん

に防
ふせ

ぐことが目的
もくてき

です。 

 ①日常
にちじょう

点検
てんけん

 ： 毎日
まいにち

、作業
さぎょう

を始
はじ

める前
まえ

に行
おこな

います。 

     始業前
しぎょうまえ

だけでなく、就業中
しゅうぎょうちゅう

や終業後
しゅうぎょうご

にも行われ
おこな

ます。 

  ②定期
ていき

点検
てんけん

 ： 一定
いってい

期間
きかん

ごとに、日常
にちじょう

点検
てんけん

では行
おこな

われない細部
さいぶ

について行
おこな

います。 

 また、設備
せつび

の安全
あんぜん

点検
てんけん

には外観
がいかん

点検
てんけん

と作動
さどう

点検
てんけん

があります。 

・独立
どくりつ

気泡
きほう

、クローズドセル
くろーずどせる

 

 セル
せる

（気泡
きほう

）が壁
かべ

（膜
まく

）で仕切
しき

られて、セル
せる

とセル
せる

がつながっていない状態
じょうたい

です。 

・吐出
としゅつ

量
りょう

 

 一般的
いっぱんてき

に、吐出
としゅつ

量
りょう

は単位
たんい

時間
じかん

当
あ

たりの重量
じゅうりょう

（kg/hr）あるいは体積
たいせき

（cm3/hr）などで表
あらわ

します。 

 押出
おしだ

し加工
かこう

では、押出
おしだ

し速度
そくど

（m/分）が吐出
としゅつ

量
りょう

として使
つか

われることがあります。 

 押出
おしだし

品
ひん

は、押出
おしだし

機側
き がわ

の吐出
としゅつ

量
りょう

と引取
ひきと

り機
き

側
がわ

の引取
ひきと

り量
りょう

が釣
つ

り合
あ

って、一定
いってい

の形状
けいじょう

で作
つく

られます。 

・塗装
とそう

 

 製品
せいひん

の表面
ひょうめん

に塗膜
とまく

を作
つく

る加工
かこう

です。 

 艶
つや

を出
だ

す、劣化
れっか

や変色
へんしょく

を防
ふせ

ぐなどのために行
おこな

います。 

 ゴム
ごむ

は黒
くろ

いので、区別
くべつ

する為
ため

に色
いろ

の印
しるし

を付
つ

けることもあります。 

・塗装
とそう

装置
そうち

 

 手作業
てさぎょう

によるハケ
はけ

塗
ぬ

りや塗装
とそう

機器
きき

による吹付
ふきつけ

け塗装
とそう

の他
ほか

に、塗装
とそう

装置
そうち

による静電
せいでん

塗装
とそう

や電着
でんちゃく

塗装
とそう

 

 などがあります。 

・止
と

める・呼
よ

ぶ・待
ま

つ 

 「いつもと違
ちが

う、おかしい？」と思
おも

ったら、作業
さぎょう

をしてはいけません。 
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 ①作業
さぎょう

を止
と

めます。 

 ②上司
じょうし

を呼
よ

びます。 

 ③上司
じょうし

が来
く

るまで待
ま

ちます。 

・ドラム
どらむ

、芯
しん

金
がね

 

 
タイヤ
たいや

を構成
こうせい

するトレッド
とれっど

、カーカス
かーかす

、ビード
びーど

などの部材
ぶざい

を巻
ま

き付
つ

ける拡縮
かくしゅく

径
けい

変異
へんい

可能
かのう

な筒
つつ

状
じょう

の 

型
かた

です。 

 各
かく

部材
ぶざい

を順次
じゅんじ

巻
ま

き付
つ

けて貼
は

り合
あ

わせ、タイヤ
たいや

の原形
げんけい

を作
つく

ります。 

・トランスファー
とらんすふぁー

成形
せいけい

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

を、加熱
かねつ

した金型
かながた

上部
じょうぶ

のチャンバー
ちゃんばー

（ポット
ぽっと

）に置
お

いて、金型
かながた

を締
し

め付
つ

けると同時
どうじ

に 

 キャビティー
きゃびてぃー

に押
お

し込
こ

んで成形
せいけい

します。 

・取出
とりだ

し機
き

 

 成形
せいけい

品
ひん

を金型
かながた

から取
と

り出
だ

す機械
きかい

です。横型
よこがた

インジェクション
いんじぇくしょん

成形
せいけい

機
き

の突
つ

き出
だ

しピン
ぴん

による自重
じじゅう

落下
らっか

 

 機構
きこう

や、ロボット
ろぼっと

のアーム
あーむ

に取
と

り付
つ

ける機器
きき

があります。 

・トルク
とるく

 

 物体
ぶったい

を回転
かいてん

させる力
ちから

の大
おお

きさのことで、（Ｎ・ｍ）単位
たんい

で表
あらわ

します。 

 トルクレンチ
とるくれんち

は金型
かながた

等
とう

を固定
こてい

するボルト
ぼると

やねじを適正
てきせい

なトルク
とるく

で締
し

め付
つ

けるために使用
しよう

します。 

・トレッド
とれっど

 

 タイヤ
たいや

の路面
ろめん

との摩擦力
まさつりょく

（グリップ
ぐりっぷ

）を生
う

む部材
ぶざい

で、押出
おしだ

し加工
かこう

で作
つく

ります。 

 成形
せいけい

加工
かこう

で色々
いろいろ

な溝
みぞ

や切
き

れ込
こ

み（パターン
ぱたーん

、サイピング
さいぴんぐ

やスリップサイン
すりっぷさいん

）を入
い

れます。 

  ①パターン
ぱたーん

 

    (1)リブ型
りぶがた

：縦
たて

方向
ほうこう

の溝
みぞ

 

 直線
ちょくせん

またはジグザグ
じぐざぐ

の連続
れんぞく

した溝
みぞ

をもつパターン
ぱたーん

です。 

 操縦性
そうじゅうせい

や直進
ちょくしん

安定性
あんていせい

が高く
たか

、転がり
ころ

抵抗
ていこう

が少なくて
すく

音
おと

が小さく
ちい

、排水性
はいすいせい

が良く
よ

、横
よこ

すべりに 

 強い
つよ

です。 

 (2)ラグ型
らぐがた

：横
よこ

方向
ほうこう

の溝
みぞ
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 タイヤ
たいや

の周
しゅう

方向
ほうこう

に対して
たい

ほぼ直角
ちょっかく

に溝
みぞ

を刻んだ
きざ

パターン
ぱたーん

です。 

 駆動力
くどうりょく

や制動力
せいどうりょく

に優れ
すぐ

、非舗装
ひほそう

道路
どうろ

における牽引力
けんいんりょく

が高い
たか

です。 

 (3)リブ
りぶ

・ラグ型
らぐがた

 

 リブ型
りぶがた

とラグ型
らぐがた

の併用
へいよう

パターン
ぱたーん

です。 

 両方
りょうほう

の性能
せいのう

を合
 あ

わせ持
 も

ちます。 

 (4)ブロック型
ぶろっくがた

 

 独立
どくりつ

したブロック
ぶろっく

（塊
かたまり

）で形成
けいせい

したパターン
ぱたーん

です。 

 駆動力
くどうりょく

や制動力
せいどうりょく

が高く
たか

、雪
ゆき

や泥
どろ

の路面
ろめん

でのグリップ
ぐりっぷ

性能
せいのう

に優れて
すぐ

います。 

 スタッドレスタイヤ
すたっどれすたいや

やスノータイヤ
すのーたいや

、オフロードタイヤ
おふろーどたいや

などに採用
さいよう

されています。 

 ②サイピング
さいぴんぐ

 

 水
みず

はけを良く
よ

する細
こま

かい切
き

り込
こ

みで、太
ふと

い溝
みぞ

で排除
はいじょ

しきれなかった水
みず

をぬぐい取
と

ります。 

 ③スリップサイン
すりっぷさいん

 

 溝
みぞ

の中
なか

にある盛
も

り上
あ

がった箇所
かしょ

で、残
のこ

りの溝
みぞ

の深さ
ふか

1.6mm を示す
しめ

目安
めやす

です。 

 タイヤ
たいや

が擦
す

り減
へ

るとスリップサイン
すりっぷさいん

が表面
ひょうめん

に現れ
あらわ

ます。 

 ※タイヤ
たいや

はゴム
ごむ

製品
せいひん

なので、溝
みぞ

が充分
じゅうぶん

にあっても、使用
しよう

しなくても、時間
じかん

がたてば劣化
れっか

します。 

・トレッドエッジ
とれっどえっじ

接着
せっちゃく

不良
ふりょう

 

 タイヤ
たいや

の部材
ぶざい

であるトレッド
とれっど

を加工
かこう

で貼
は

り付
つ

けした際
さい

に発生
はっせい

する端面
たんめん

はがれ不良
ふりょう

のことです。 

＜な 行
ぎょう

＞ 

・7 つのムダ
むだ

 

 お客
きゃく

様
さま

にとっての価値
かち

（付加
ふか

価値
かち

）が無
な

い作業
さぎょう

です。 

 ①加工
かこう

のムダ
むだ

      ： 物
もの

の姿
すがた

形
かたち

を必要
ひつよう

以上
いじょう

に変
か

えるムダ
むだ

 

 ②在庫
ざいこ

のムダ
むだ

      ： 物
もの

を停滞
ていたい

させるムダ
むだ

 

 ③造
つく

りすぎのムダ
むだ

     ： 物
もの

を必要
ひつよう

以上
いじょう

に造
つく

るムダ
むだ

 

 ④手
て

待
ま

ちのムダ
むだ

     ： 物
もの

の姿
すがた

形
かたち

を変
か

えない時間
じかん

のムダ
むだ

 

 ※作業中
さぎょうちゅう

に手
て

待
ま

ちができても、上司
じょうし

の指示
しじ

無
な

く、勝手
かって

に他
ほか

の工程
こうてい

の作業
さぎょう

を手伝
てつだ

ってはいけません。 
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 ⑤動作
どうさ

のムダ
むだ

      ： 物
もの

の姿
すがた

形
かたち

を変
か

えない動
うご

きのムダ
むだ

 

 ⑥運搬
うんぱん

のムダ
むだ

      ： 物
もの

の位置
いち

を変
か

えるムダ
むだ

 

 ⑦不良
ふりょう

・手直
てなお

しのムダ
むだ

 ： 物
もの

を間違
まちが

った姿
すがた

形
かたち

に変
か

えるムダ
むだ

 

・斜
なな

めカット
かっと

不良
ふりょう

 

 押出
おしだし

品
ひん

の長
なが

さ裁断
さいだん

で垂直
すいちょく

に切
き

れていない不良
ふりょう

です。 

・波打
なみう

ち不良
ふりょう

 

 押出
おしだし

品
ひん

が平
へい

たんでなく、うねっている不良
ふりょう

や、長
なが

さ裁断
さいだん

で直線的
ちょくせんてき

に切
き

れていない不良
ふりょう

です。 

・二次
にじ

加工
かこう

 

 加硫
かりゅう

成形
せいけい

を終
お

えた加工品
かこうひん

に改めて
あらた

別
べつ

の加工
かこう

を行
おこな

うことです。 

 ゴムシート
ごむしーと

の両面
りょうめん

テープ
てーぷ

貼
は

り加工
かこう

や打
う

ち抜
ぬ

き加工
かこう

、シールゴム
しーるごむ

のジョイント
じょいんと

加工
かこう

や端末
たんまつ

加工
かこう

、 

 防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

の絞
しぼ

り加工
かこう

などがあります。 

・二次
にじ

加硫
かりゅう

 

 二次
にじ

加硫
かりゅう

は通常
つうじょう

の加硫
かりゅう

（一次
いちじ

加硫
かりゅう

）とは違
ちが

って、圧力
あつりょく

はかけずに空気中
くうきちゅう

で加熱
かねつ

処理
しょり

します。 

 高温
こうおん

で長時間
ちょうじかん

加熱
かねつ

することにより、加工
かこう

品
ひん

に残
のこ

った揮発性
きはつせい

の配合
はいごう

剤
ざい

を取
と

り除
のぞ

きます。 

 物性
ぶっせい

や寸法
すんぽう

を安定
あんてい

させます。 

・日用品
にちようひん

 

 ゴム
ごむ

紐
ひも

、輪
わ

ゴム
ごむ

、消
け

しゴム
ごむ

、滑
すべ

り止
ど

めなど、日常
にちじょう

生活
せいかつ

で使
つか

う色々
いろいろ

な製品
せいひん

にゴム
ごむ

が使
つか

われています。 

・ニップ
にっぷ

 

 ロール
ろーる

間隙
かんげき

のことです。 

・日報
にっぽう

 

 その日
ひ

に行
おこな

った仕事
しごと

の内容
ないよう

を上司
じょうし

やメンバー
めんばー

に報告
ほうこく

する書類
しょるい

です。 

 個人
こじん

の仕事
しごと

の進
すす

み具合
ぐあい

や問題
もんだい

点
てん

を職場
しょくば

で共有
きょうゆう

し、上司
じょうし

は仕事
しごと

を円滑
えんかつ

に行
おこな

うための指示
しじ

をします。 

・布
ぬの

巻
ま

きホース
ほーす

 

 内層
ないそう

ゴム
ごむ

の外側
そとがわ

に布
ぬの

を巻
ま

き付
つ

けたホース
ほーす

です。 

・熱
ねつ

入
い

れ 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

を加工
かこう

しやすい状態
じょうたい

にする為
ため

に、練
ね

りなどの方法
ほうほう

で予熱
よねつ

することです。 
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 加熱
かねつ

されたロール
ろーる

の間
あいだ

にゴム
ごむ

を投入
とうにゅう

し、ロール
ろーる

の表面
ひょうめん

に練
ね

りゴム
ごむ

を巻
ま

き付
つ

けて、ロール
ろーる

の間を
あいだ

数回
すうかい

 

 通過
つうか

させることにより練
ね

りゴム
ごむ

を均一
きんいつ

に加熱
かねつ

する機械
きかい

を熱
ねつ

入
い

れロール
ろーる

と言
い

います。 

・熱板
ねつばん

 

 熱
ねつ

と圧力
あつりょく

を金型
かながた

に加
くわ

える金属
きんぞく

の厚
あつ

い板
いた

です。 

・練
ね

り品質
ひんしつ

検査
けんさ

 

 混
こん

練
ね

りされたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

のムーニー
むーにー

粘度
ねんど

や加硫
かりゅう

特性
とくせい

、及
およ

び比重
ひじゅう

や硬度
こうど

といった物性
ぶっせい

を試験
しけん

評価
ひょうか

しま

す。 

・粘性
ねんせい

 

 変形
へんけい

を与えた
あた

力
ちから

を除去
じょきょ

したときに、元
もと

の形状
けいじょう

および寸法
すんぽう

に回復
かいふく

するまでに、時間
じかん

の遅れ
おく

を要する
よう

 

 性質
せいしつ

です。 

・粘弾性
ねんだんせい

 

 材料
ざいりょう

が変形
へんけい

した時
とき

の、粘性
ねんせい

と弾性
だんせい

の組
く

み合
あ

わせです。 

 衝撃
しょうげき

を吸収
きゅうしゅう

する（流
なが

す）粘性
ねんせい

と跳
は

ね返
かえ

す（元
もと

に戻
もど

る）弾性
だんせい

の両方
りょうほう

の性質
せいしつ

を持
も

つことです。 

・粘着力
ねんちゃくりょく

 

 物
もの

と物
もの

をくっつける力
ちから

ですが、貼
は

った物
もの

を剥
は

がす時
とき

に要
よう

する力
ちから

のことです。 

 粘着
ねんちゃく

とは直
す

ぐにくっつけることができ、剥
は

がすこともできる状態
じょうたい

です。 

・ノギス
のぎす

 

 
試験
しけん

片
へん

を挟
はさ

み込
こ

んだ状態
じょうたい

から徐々
じょじょ

に広
ひろ

げたり縮
ちぢ

めたり（狭
せば

めたり）して、試験
しけん

片
へん

が落
お

ちるか 

落
お

ちないかの時
とき

の値
あたい

を読
よ

み取
と

ります。 

 厚
あつ

さや内外
ないがい

径
けい

など、ノギス
のぎす

を使
つか

って製品
せいひん

寸法
すんぽう

の平均値
へいきんち

を出
だ

す場合
ばあい

は、2 か所
しょ

以上
いじょう

を測
はか

ります。 

・伸
の

び、伸
の

び率
りつ

 

 試験
しけん

片
へん

を引
ひ

っ張
ぱ

り、元
もと

の長
なが

さに対
たい

して伸
の

びた長
なが

さをパーセント
ぱーせんと

で表
あらわ

したものです。 

＜は 行
ぎょう

＞ 

・パーティングライン
ぱーてぃんぐらいん

、ピーエル
ぴーえる

（ＰＬ） 

 
上型
うわがた

、中型
なかがた

、下型
したがた

などに分割
ぶんかつ

した金型
かながた

の合
あ

わせ面
めん

です。 
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・配合
はいごう

剤
ざい

 

 
製品
せいひん

に必要
ひつよう

な特性
とくせい

や品質
ひんしつ

を確保
かくほ

する為
ため

、加工性
かこうせい

の改良
かいりょう

や物性
ぶっせい

の向上
こうじょう

などを目的
もくてき

として、 

原料
げんりょう

ゴム
ごむ

に加
くわ

える原材料
げんざいりょう

で、ゴム
ごむ

薬品
やくひん

ともいいます。 

 配合
はいごう

を変
か

えることにより、色々
いろいろ

な機能
きのう

を付与
ふよ

することができます。 

 配合
はいごう

剤
ざい

を計量
けいりょう

する作業
さぎょう

場
ば

は、局所
きょくしょ

排気
はいき

装置
そうち

を使って
つか

換気
かんき

をします。 

・配合
はいごう

表
ひょう

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

の重量
じゅうりょう

を１００として、配合
はいごう

剤
ざい

の重量
じゅうりょう

を表した
あらわ

表
ひょう

です。 

 配合
はいごう

剤
ざい

の添加
てんか

量
りょう

を「phr（part per hundred parts of rubber）」で表し
あらわ

ます。 

・バイヤスタイヤ
ばいやすたいや

 

 カーカス
かーかす

が斜
なな

め（bias）交互
こうご

に重
かさ

ねて配置
はいち

されているタイヤ
たいや

です。 

・秤
はかり

、電子
でんし

秤
はかり

 

 材料
ざいりょう

や加工品
かこうひん

、製品
せいひん

の重量
じゅうりょう

を量
はか

る計量
けいりょう

器
き

です。 

 加工品
かこうひん

や製品
せいひん

の数量
すうりょう

を計
はか

る計数
けいすう

器
き

として使
つか

われる場合
ばあい

もあります。 

・バギング
ばぎんぐ

 

 ロール
ろーる

による混
こん

練
ね

り加工
かこう

において、シート
しーと

状
じょう

に延
の

ばされたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

がロール
ろーる

に巻
ま

き付
つ

かなくて、 

 浮
う

き上
あ

がることです。 

・パッキン
ぱっきん

 

 往復
おうふく

や回転
かいてん

といった動
うご

く面
めん

に使
つか

うシール
しーる

です。 

・バッチ
ばっち

 

 一回
いっかい

の混
こん

練
ね

り加工
かこう

で作
つく

られる材料
ざいりょう

の単位
たんい

です。 

・バッチオフマシン
ばっちおふましん

 

 混
こん

練
ね

り圧延
あつえん

加工
かこう

で作
つく

られたシート
しーと

やリボン
りぼん

を防
ぼう

着
ちゃく

処理
しょり

し、冷
ひ

やして乾
かわ

かした後
のち

、決
き

められた長
なが

さに 

 切
き

って、折
お

りたたむ機械
きかい

です。 

・発泡
はっぽう

ゴム
ごむ

 

 
独立
どくりつ

気泡
きほう

のゴム
ごむ

です。 
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・発泡
はっぽう

剤
ざい

 

 発泡
はっぽう

ゴム
ごむ

やスポンジゴム
すぽんじごむ

の気泡
きほう

を作
つく

る気体
きたい

を発生
はっせい

させる配合剤
はいごうざい

です。 

・バリ
ばり

 

 金型
かながた

のパーティングライン
ぱーてぃんぐらいん

からはみ出
だ

したゴム
ごむ

や注入
ちゅうにゅう

ゲート
げーと

のゴム
ごむ

です。 

 充填
じゅうてん

量
りょう

が多
おお

いとパーティンライン
ぱーてぃんらいん

からのバリ
ばり

も多
おお

く出
で

やすくなります。 

・バリ
ばり

噛
か

み不良
ふりょう

 

 バリ
ばり

が製品
せいひん

の内部
ないぶ

に混
ま

じって、表面
ひょうめん

に出
で

ています。 

 バリ
ばり

かみ不良
ふりょう

は、金型
かながた

内
ない

に残
のこ

ったゴムバリ
ごむばり

が原因
げんいん

の一
ひと

つになります。 

・バリ
ばり

仕上
しあ

げ、バリ
ばり

切
き

り仕上
しあ

げ、バリ
ばり

取
と

り 

 取
と

り除
のぞ

くバリ
ばり

を確認
かくにん

し、決
き

められた高
たか

さ、寸法
すんぽう

に切
き

ります。 

 バリ
ばり

切
き

り用
よう

のハサミ
はさみ

やニッパー
にっぱー

などを使
つか

って加工
かこう

します。 

 製品
せいひん

を切
き

らないよう、切
き

り過
す

ぎに注意
ちゅうい

します。 

・バリ
ばり

取
と

り忘
わす

れ 

 バリ
ばり

が残
のこ

された状態
じょうたい

です。 

 取
と

り忘
わす

れが無
な

いように、決
き

められた手順
てじゅん

でバリ
ばり

を取
と

ります。 

・バリ
ばり

残
のこ

り 

 バリ
ばり

が切
き

り残
のこ

された状態
じょうたい

です。 

 切
き

り残
のこ

りが無
な

いように、決
き

められた方法
ほうほう

でバリ
ばり

を切
き

ります。 

・バリ
ばり

付着
ふちゃく

 

 バリ
ばり

が製品
せいひん

などに付
つ

いた状態
じょうたい

です。 

 検査
けんさ

でバリ
ばり

取
と

り忘
わす

れ、バリ
ばり

残
のこ

り、バリ
ばり

付着
ふちゃく

を見
み

つけたら、保留
ほりゅう

品
ひん

箱
ばこ

に入
い

れます。 

 検査
けんさ

員
いん

が手直
てなお

しをしてはいけません。 

・バンク
ばんく

 

 押出
おしだし

機
き

の材料
ざいりょう

の投入
とうにゅう

部
ぶ

のフィードローラー
ふぃーどろーらー

とスクリュー
すくりゅー

の間
あいだ

や、ロー
ろー

ル機
き

のロール
ろーる

の間隙
かんげき

にできる 

 
ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の塊
かたまり

です。 押出
おしだし

量
りょう

を安定
あんてい

させて、寸法
すんぽう

や形状
けいじょう

を保
たも

ちます。 
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・ハンドリフト
はんどりふと

 

 パレット
ぱれっと

に積
つ

んだ荷物
にもつ

を持
も

ち上
あ

げて、手動
しゅどう

で移動
いどう

させる為
ため

の機器
きき

です。 

・ハンドローラー
はんどろーらー

 

 ベルト
べると

の接合部
せつごうぶ

を押さえる
お

為
ため

に使う
つか

ローラー
ろーらー

がついた治
じ

具
ぐ

です。 

・反発
はんぱつ

弾性
だんせい

率
りつ

 

  加
くわ

えた力
ちから

と跳
は

ね返
かえ

る力
ちから

の比
ひ

をパーセント
ぱーせんと

で表した
あらわ

ものです。 

・バンピング
ばんぴんぐ

、ブレッシング
ぶれっしんぐ

 

 加硫
かりゅう

の始
はじ

めの頃
ころ

にキャビティー
きゃびてぃー

の空気
くうき

やガス
がす

を抜
ぬ

く為
ため

に、金型
かながた

を短い
みじか

時間
じかん

繰
く

り返
かえ

し開
あ

け閉
し

めする 

ことです。 

・帆布
はんぷ

 

 太い
ふと

糸
いと

で高い
たか

密度
みつど

に織られた
お

厚手
あつで

の布
ぬの

のことです。 

・ヒーター
ひーたー

 

 熱
ねつ

を発生
はっせい

させて設備
せつび

や型
かた

を加熱
かねつ

する装置
そうち

です。 

 電熱
でんねつ

線
せん

が切
き

れていると、温度
おんど

が上
あ

がらない、時間
じかん

がかかるだけでなく、火災
かさい

の危険性
きけんせい

があります。 

 金型
かながた

に組
く

み込
こ

まれた数本
すうほん

ある棒
ぼう

ヒーター
ひーたー

も、１本
ぽん

でも切
き

れていてはいけません。 

・ビード
びーど

 

 タイヤ
たいや

のカーカス
かーかす

の両端
りょうたん

をホイール
ほいーる

に固定
こてい

する部材
ぶざい

です。 

 スチールワイヤー
すちーるわいやー

を束
たば

ね、ゴム
ごむ

でコーティング
こーてぃんぐ

して輪
わ

っか（リング）
りんぐ

を作
つく

ります。 

・ビードフィラー
びーどふぃらー

 

 タイヤ
たいや

の断面
だんめん

が三角形
さんかっけい

の硬
かた

いゴム
ごむ

の部材
ぶざい

です。 

 ビードワイヤー
びーどわいやー

の上
うえ

に入
い

れて、ビード
びーど

部
ぶ

の形
かたち

を整
ととの

えるとともに変形
へんけい

をおさえます。 

 スティフナー
すてぃふなー

とも言
い

います。 

・ビードリング
びーどりんぐ

成形
せいけい

機
き

 

 タイヤ
たいや

とホイール
ほいーる

を固定
こてい

するビード
びーど

と呼
よ

ばれるスチール
すちーる

製
せい

のリング
りんぐ

を作
つく

る機械
きかい

です。 

 
スチールワイヤー
すちーるわいやー

をドラム
どらむ

に幾重
いくえ

にも巻
ま

いて、癖
くせ

付
づ

けします。 
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・引
ひ

き裂
さ

き強
つよ

さ 

 試験
しけん

片
へん

を引
ひ

き裂
さ

くのに要
よう

する力
ちから

です。 

 打
う

ち抜
ぬ

き刃
ば

は主
おも

に切
き

り込
こ

みなしのアングル
あんぐる

型
がた

を使
つか

います。 

・引
ひ

き取
と

り装置
そうち

 

 押出
おしだし

品
ひん

を一定
いってい

速度
そくど

で引
ひ

き取
と

る装置
そうち

で、ベルト
べると

式
しき

、キャタピ
きゃたぴら

ラ式
しき

、ロール
ろーる

式
しき

などがあります。 

 押出
おしだし

品
ひん

と接
せっ

する面
めん

を清掃
せいそう

し、ベルト
べると

などは定期的
ていきてき

に交換
こうかん

します。 

・非常
ひじょう

停止
ていし

装置
そうち

 

 非常
ひじょう

時
じ

（緊急時
きんきゅうじ

）に、意識的
いしきてき

に設備
せつび

を止
と

める装置
そうち

です。 

 「ボタン
ぼたん

を押
お

す」と設備
せつび

を止
と

めることができます。設備
せ つ び

を使用
し よ う

する前
まえ

、必ず
かならず

作動
さ ど う

を点検
てんけん

します。 

・引張
ひっぱり

強
つよ

さ 

 試験
しけん

片
へん

を引
ひ

っ張
ぱ

って破断
はだん

させるのに要
よう

する力
ちから

です。 

 打
う

ち抜
ぬ

き刃
ば

はダンベル
だんべる

型
がた

を使
つか

います。 

・標準化
ひょうじゅんか

 

 作業
さぎょう

ごとに必要
ひつよう

な項目
こうもく

を決
き

めて、無理
むり

なく品質
ひんしつ

を保
たも

つことができる基準
きじゅん

を決
き

めることです。 

 標準と
ひょうじゅん

現実
げんじつ

の違
ちが

いに気付
きづ

いて、改善
かいぜん

する機会
きかい

が生
う

まれます。 

・標準
ひょうじゅん

作業
さぎょう

 

 人
ひと

の動
うご

き、モノ
もの

、設備
せつび

において、最
もっと

も効率
こうりつ

の良
よ

い組合
くみあわ

せを考え
かんが

、良
よ

い品物
しなもの

を、より早
はや

く、安全
あんぜん

に、 

 ムダ
むだ

なく造
つく

るための作業
さぎょう

方法
ほうほう

のことです。よって、その決
き

められた手順
てじゅん

を守
まも

ることが大切
たいせつ

です。 

・標準書
ひょうじゅんしょ

（作業
さぎょう

標準書
ひょうじゅんしょ

） 

 技術
ぎじゅつ

標準書
ひょうじゅんしょ

、作業
さぎょう

手順
てじゅん

書
しょ

、検査
けんさ

基準
きじゅん

書
しょ

などがあり、決
き

められた方法
ほうほう

、手順
てじゅん

を守
まも

って作業
さぎょう

することが 

 大切
たいせつ

です。 

 設備
せつび

の設定
せってい

や作業
さぎょう

手順
てじゅん

を自分
じぶん

のやりやすいように勝手
かって

に変更
へんこう

してはいけません。 

・表面
ひょうめん

温度計
おんどけい

 

 型
かた

やキャビティー
きゃびてぃー

の表面
ひょうめん

の温度
おんど

を測
はか

る計測
けいそく

器
き

です。 

 
標準
ひょうじゅん

書
しょ

に決
き

められた温度
おんど

条件
じょうけん

と測定値
そくていち

が一致
いっち

していることが大切
たいせつ

です。 
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・表面
ひょうめん

処理
しょり

 

 製品
せいひん

の表面
ひょうめん

を研磨
けんま

、塗装
とそう

や化学
かがく

処理
しょり

などにより加工
かこう

することです。 

 
ハロゲン
はろげん

化
か

処理
しょり

（塩素
えんそ

）、粉末
ふんまつ

処理
しょり

（シリカ
しりか

、タルク
たるく

）、コーティング
こーてぃんぐ

処理
しょり

（シリコン
しりこん

、フッ
ふっ

素
そ

）は 

ゴム
ごむ

製品
せいひん

のべたつきや固着
こちゃく

、滑
すべ

りを改善
かいぜん

します。 

・ピンホール
ぴんほーる

不良
ふりょう

 

 材料
ざいりょう

や製品
せいひん

の表面
ひょうめん

にできた小
ちい

さな穴
あな

（凹
へこ

み）です。 

・ファイナルバッチ
ふぁいなるばっち

、B練
ね

り 

 マスターバッチ
ますたーばっち

に加硫
かりゅう

剤
ざい

などを加
くわ

えて混
こん

練
ね

りしたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

です。 

・フィードローラー
ふぃーどろーらー

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

のリボン
りぼん

を押出
おしだし

機
き

のスクリュー
すくりゅー

に送
おく

り込
こ

む駆動
くどう

ローラー
ろーらー

です。 

 始業
しぎょう

時
じ

や材料
ざいりょう

替
か

え時
じ

には、ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

が付着
ふちゃく

していないことを確認
かくにん

します。 

・プーリー
ぷーりー

 

 ベルト
べると

からの動力
どうりょく

を伝える
つた

為
ため

に使う
つか

円盤状
えんばんじょう

の部品
ぶひん

です。 

・フォークリフト
ふぉーくりふと

 

 荷物
にもつ

を持
も

ち上
あ

げる為
ため

のフォーク
ふぉーく

（爪
つめ

）を昇降
しょうこう

させるリフト
りふと

装置
そうち

を備
そな

えた荷役用
にえきよう

の車両
しゃりょう

です。 

 運転
うんてん

する為
ため

には、特別
とくべつ

教育
きょういく

（１ｔ未満
みまん

）や技能
ぎのう

講習
こうしゅう

（１ｔ以上
いじょう

）による資格
しかく

が必要
ひつよう

です。 

 フォークリフト
ふぉーくりふと

使用
しよう

時
じ

には、保護
ほご

帽
ぼう

（ヘルメット
へるめっと

）や安全
あんぜん

靴
ぐつ

等
とう

の保護
ほご

具
ぐ

を着用
ちゃくよう

しなければなりません。 

・フォーマー
ふぉーまー

 

 
コイル
こいる

状
じょう

の鋼線
こうせん

（スチールワイヤー
すちーるわいやー

）を巻
ま

き出
だ

して直線状
ちょくせんじょう

に矯正
きょうせい

し、所定
しょてい

の長
なが

さに切断
せつだん

する 

機械
きかい

です。 

 タイヤ
たいや

のビード
びーど

の材料
ざいりょう

を作
つく

ります。 

・複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

 

 色々
いろいろ

なゴム
ごむ

材料
ざいりょう

（部材
ぶざい

）を、型
かた

（ドラム、芯金
しんがね

）に巻
ま

き付
つ

けて、貼
は

り合
あ

わせをして、形
かたち

を作
つく

ります。 

 タイヤ
たいや

の貼
は

り合
あ

わせ作業
さぎょう

では、ドラム
どらむ

の回転
かいてん

による巻
ま

き込
こ

まれ事故
じこ

に注意
ちゅうい

します。 

 
貼
は

り合
あ

わせ部
ぶ

の位置
いち

ずれや剥
は

がれは品質
ひんしつ

に影響
えいきょう

します。 
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・複合
ふくごう

積層
せきそう

設備
せつび

 

 タイヤ
たいや

やベルト
べると

をつくる際
さい

に、複合
ふくごう

積層
せきそう

加工
かこう

を行
おこな

う設備
せつび

のことをいいます。 

・服装
ふくそう

 

 工場内
こうじょうない

の服装
ふくそう

の基本
きほん

ルール
るーる

 

 ・帽子
ぼうし

またはヘルメット
へるめっと

（ライトキャップ
らいときゃっぷ

を含
ふく

む）を着用
ちゃくよう

し、斜
なな

め被
かぶ

りや後
うし

ろ被
かぶ

りは不可
ふか

。 

 ・作業服
さぎょうふく

は長袖
ながそで

を着用
ちゃくよう

し、半袖
はんそで

の場合
ばあい

は腕
うで

カバー
かばー

をする。 袖口
そでぐち

のボタン
ぼたん

を掛
か

ける。 

 ・上着
うわぎ

のボタン
ぼたん

やファスナー
ふぁすなー

、マジックテープ
まじっくてーぷ

は閉
し

める。 

 ・シャツ
しゃつ

はズボン
ずぼん

の中
なか

に入
い

れる。 

 ・ズボン
ずぼん

はくるぶしが隠
かく

れる丈
たけ

（長
なが

さ）で、裾
すそ

をまくり上
あ

げない。（折
お

り曲
ま

げない）。 

 ・必要
ひつよう

な保護
ほご

具
ぐ

を着用
ちゃくよう

する。 

 耳
みみ

栓
せん

、保護
ほご

眼鏡
めがね

、手袋
てぶくろ

、安全
あんぜん

靴
ぐつ

など 

 基本
きほん

ルール
るーる

を守
まも

った正
ただ

しい服装
ふくそう

であることを指差呼称
しさこしょう

します。 

 「服装
ふくそう

 ヨシ
よし

！」「保護
ほご

具
ぐ

 ヨシ
よし

！」 

・分
ぶ

出
だ

し、シーティング
しーてぃんぐ

 

 練
ね

り生地
きじ

を薄
うす

くして、所定
しょてい

の厚
あつ

みと幅
はば

に延
の

ばすことです。 

・ブッシュ
ぶっしゅ

型
がた

防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

 

 内筒
ないとう

、外筒
がいとう

の２つの金属製
きんぞくせい

の筒
つつ

の間
あいだ

に、ゴム
ごむ

を接着
せっちゃく

あるいは圧入
あつにゅう

した防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

です。 

・ブラスト
ぶらすと

 

 素材
そざい

表面
ひょうめん

に細か
こま

な凹凸
おうとつ

を形成
けいせい

する表面
ひょうめん

処理
しょり

のことです。 

・ブラダー
ぶらだー

、加硫
かりゅう

ブラダー
ぶらだー

 

 金型
かながた

内
ない

に挿入
そうにゅう

されたグリーンタイヤ
ぐりーんたいや

を加圧
かあつ

及
およ

び加熱
かねつ

するゴム
ごむ

製
せい

の治具
じぐ

です。 

 ブラダー
ぶらだー

に加圧
かあつ

蒸気
じょうき

を入
い

れて膨
ふく

らませ、グリーンタイヤ
ぐりーんたいや

を金型
かながた

に密着
みっちゃく

させます。 

・ブリード
ぶりーど

 

 劣化
れっか

では無
な

く、表面
ひょうめん

に液体
えきたい

の配合
はいごう

剤
ざい

が染
し

み出
だ

して、艶
つや

があり、べたついた状態
じょうたい

です。 

・フリクションコーティング
ふりくしょんこーてぃんぐ

、フリクショニング
ふりくしょにんぐ

 

 カレンダー
かれんだー

加工
かこう

で繊維
せんい

にゴム
ごむ

を被覆
ひふく

することです。 
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・フリクション
ふりくしょん

比
ひ

 

 二本
にほん

のロール
ろーる

の表面
ひょうめん

速度
そくど

を比
くら

べた値
あたい

です。 

・不良
ふりょう

、不良品
ふりょうひん

 

 検査
けんさ

規格書
きかくしょ

などの判断
はんだん

基準
きじゅん

に基
もと

づいて物
もの

の良
よ

し悪
あ

しを判定
はんてい

して、良
よ

い物
もの

は良品
りょうひん

（適合
てきごう

品
ひん

）、 

 悪
わる

い物
もの

は不良品
ふりょうひん

（不適合
ふてきごう

品
ひん

）として区別
くべつ

します。 

  検査
けんさ

作業
さぎょう

は標準書
ひょうじゅんしょ

や手順書
てじゅんしょ

などに規定
きてい

された手順
てじゅん

や方法
ほうほう

で行
おこな

われます。 

  規定
きてい

通
どお

りの作業
さぎょう

の状態
じょうたい

から生産
せいさん

された物
もの

を正常
せいじょう

品
ひん

（通常
つうじょう

品
ひん

）と言
い

います。 

 規定
きてい

とは違
ちが

う、「いつもと違
ちが

う」状態
じょうたい

で生産
せいさん

された物
もの

を異常
いじょう

品
ひん

と言
い

います。 

 正常
せいじょう

品
ひん

にも異常
いじょう

品
ひん

にも良品
りょうひん

と不良品
ふりょうひん

があるので、職場
しょくば

の決
き

まりに従って
したが

処理
しょり

します。 

・プルーフィング
ぷるーふぃんぐ

 

 液体
えきたい

の透過
とうか

を防
ふせ

ぐなど、布
ぬの

を保護
ほご

する為
ため

にゴム
ごむ

を被覆
ひふく

することです。 

・ブルーム
ぶるーむ

、ブルーミング
ぶるーみんぐ

 

 劣化
れっか

では無
な

く、表面
ひょうめん

に粉
こな

状
じょう

の配合
はいごう

剤
ざい

が出
で

て、白
しろ

くなる状態
じょうたい

です。 

 耐候性
たいこうせい

や滑
すべ

り性
せい

を向上
こうじょう

させる効果
こうか

があるので、あえてブルーム
ぶるーむ

させた製品
せいひん

もあります。 

・ブレーカープレート
ぶれーかーぷれーと

 

 スクリュー
すくりゅー

の先端
せんたん

とダイ
だい

（口金
くちがね

、ダイス
だいす

）の間
あいだ

に金網
かなあみ

とともに取
と

り付
つ

ける沢山
たくさん

の穴
あな

が開
あ

いた金属
きんぞく

の 

 丸
まる

い板
いた

です。練
ね

りが良
よ

くなります。 

・ブレードホース
ぶれーどほーす

 

 内層
ないそう

ゴム
ごむ

の外側
そとがわ

に糸
いと

や金属
きんぞく

ワイヤー
わいやー

を網
あみ

組
ぐみ

したホース
ほーす

です。 

 網
あみ

組
ぐみ

する機械
きかい

をブレーダー
ぶれーだー

と言
い

います。 

・プレス
ぷれす

機
き

、加硫
かりゅう

プレス
ぷれす

機
き

 

 金型
かながた

を加圧
かあつ

する熱板
ねつばん

を備
そな

えた装置
そうち

です。 

・フローマーク
ふろーまーく

 

 キャビティー
きゃびてぃー

内
ない

の未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

の流
なが

れが、成形品
せいけいひん

の表面
ひょうめん

に模様
もよう

としてあらわれたものです。 

・フロスティング
ふろすてぃんぐ

 

 オゾン
おぞん

によって劣化
れっか

し、表面
ひょうめん

の艶
つや

が無
な

くなる状態
じょうたい

です。 



 45 / 53 

 

 チョーキング
ちょーきんぐ

と似
に

ています。 

・分散
ぶんさん

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

に配合
はいごう

剤
ざい

を細
こま

かく、広
ひろ

く、まんべんなく散
ち

らすことです。 

・分散
ぶんさん

不良
ふりょう

 

 混
こん

練
ね

りの不良
ふりょう

で、配合
はいごう

剤
ざい

の塊
かたまり

があります。 

・ベル
べると

ト、ブレーカー
ぶれーかー

 

 タイヤ
たいや

のトレッド
とれっど

とカーカス
かーかす

の間
あいだ

にある補強
ほきょう

部材
ぶざい

です。 

 スチールベルト
すちーるべると

にゴム
ごむ

を圧着
あっちゃく

して作
つく

ります。 

・変形
へんけい

不良
ふりょう

 

 製品
せいひん

を熱
あつ

いうちに重
かさ

ねると、凹
へこ

みや曲
ま

がり、反
そ

りなどの変形
へんけい

がおこります。 

 金具
かなぐ

（インサート
いんさーと

）に強
つよ

い力
ちから

を加
くわ

えた場合
ばあい

も変形
へんけい

します。 

・偏心
へんしん

 

 タイヤ
たいや

の形
かたち

が上下
じょうげ

や左右
さゆう

で非対称
ひたいしょう

です。 

 タイヤ
たいや

の内部
ないぶ

でビード
びーど

やベルト
べると

が剥離
はくり

したり、切
き

れたりして形
かたち

が崩
くず

れます。 

・ホイスト
ほいすと

 

 荷物
にもつ

の上
あ

げ下
お

ろしや運搬
うんぱん

に用
もち

いる巻
ま

き上
あ

げ機
き

です。 人力
じんりき

や、電気
でんき

または空気圧
くうきあつ

で動
うご

くものが 

 あります。 

・ボイド
ぼいど

不良
ふりょう

 

 製品
せいひん

の内部
ないぶ

に大きな
おお

空洞
くうどう

があります。 

・膨潤
ぼうじゅん

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

や製品
せいひん

を長
なが

い時間
じかん

、油
あぶら

や薬品
やくひん

に漬
つ

けたり、蒸気
じょうき

に曝
さら

すと、体積
たいせき

が増加
ぞうか

して柔
やわ

らかくなる 

 現象
げんしょう

です。 

・防振
ぼうしん

ゴム
ごむ

 

 路面
ろめん

やエンジン
えんじん

からの振動
しんどう

、衝撃
しょうげき

を吸収
きゅうしゅう

して、伝
つた

わることを防
ふせ

ぐ目的
もくてき

で使用
しよう

される製品
せいひん

です。 

 
「防振

ぼうしん

、緩衝
かんしょう

（衝撃
しょうげき

吸収
きゅうしゅう

）、防音
ぼうおん

」の機能
きのう

があります。 
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・防
ぼう

着
ちゃく

剤
ざい

 

 未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

、練
ね

り生地
きじ

や加工品
かこうひん

がくっつくことを防
ふせ

ぐ薬剤
やくざい

です。 

 タルク
たるく

といった白
しろ

い粉
こな

の防
ぼう

着
ちゃく

剤
ざい

（乾式
かんしき

）が多
おお

く使
つか

われていますが、飛
と

び散
ち

ることを防
ふせ

ぐ為
ため

に液体
えきたい

の 

 防
ぼう

着
ちゃく

剤
ざい

（湿式
しっしき

）に代
か

わってきています。 

・報連相
ほうれんそう

 

 「報告
ほうこく

・連絡
れんらく

・相談
そうだん

」を「ほうれん草
そう

と言
い

う野菜
やさい

」に掛
か

けた略語
りゃくご

です。 

 職場
しょくば

のコミュニケーション
こみゅにけーしょん

を図
はか

る為
ため

に大切
たいせつ

なことです。 

 悪
わる

い情報
じょうほう

ほど早
はや

く報連相
ほうれんそう

をして、大
おお

きなトラブル
とらぶる

に繋
つな

がる前
まえ

に情報
じょうほう

を共有化
きょうゆうか

する必要
ひつよう

があります。 

 材料
ざいりょう

の供給
きょうきゅう

を間違
まちが

えたなどのミス
みす

も、必ず
かなら

上司
じょうし

に報告
ほうこく

します。 

 部下
ぶか

から「報連相
ほうれんそう

」を受
う

けた上司
じょうし

は「おひたし」を心掛
こころが

けます。 

 お：怒
おこ

らない 

 ひ：否定
ひてい

しない 

 た：助
たす

ける（困
こま

りごとがあれば） 

 し：指示
しじ

する 

・ホース
ほーす

 

 外層
がいそう

ゴム
ごむ

、内層
ないそう

ゴム
ごむ

と補強
ほきょう

材
ざい

で構成
こうせい

される中空
ちゅうくう

の管
くだ

（パイプ
ぱいぷ

）です。 

 押出
おしだ

し加工
かこう

により作
つく

られます。 

・保護
ほご

具
ぐ

（安全
あんぜん

衛生
えいせい

保護
ほご

具
ぐ

） 

 次
つぎ

の様
よう

な個人用
こじんよう

保護
ほご

具
ぐ

（Personal Protective Equipment）があり、作業中
さぎょうちゅう

の重大
じゅうだい

な怪我
けが

や病気
びょうき

から 

 体
からだ

を守
まも

ります。 

 ・頭
あたま

を守
まも

る    ： ヘルメット
へるめっと

、帽子
ぼうし

 

 ・目
め

や顔
かお

を守
まも

る ： 保護
ほご

眼鏡
めがね

、保護
ほご

面
めん

（シールド
しーるど

） 

 ・耳
みみ

を守
まも

る    ： 耳栓
みみせん

、イヤーマフ
いやーまふ

 

 ・喉
のど

や肺
はい

を守
まも

る ： 防塵
ぼうじん

マスク
ますく

、防毒
ぼうどく

マスク
ますく

 

 ・腕
うで

を守
まも

る    ： 長袖
ながそで

の作業
さぎょう

服
ふく

、腕
うで

カバー
かばー

 

 ・手
て

指
ゆび

を守
まも

る  ： 軍手
ぐんて

、耐
たい

切創
せっそう

手袋
てぶくろ

、革
かわ

手袋
てぶくろ
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 ※加硫
かりゅう

作業
さぎょう

では火傷
やけど

をする危険
きけん

があるので、濡
ぬ

れた手袋
てぶくろ

を使
つか

ってはいけません。 

 ・足
あし

を守
まも

る   ： 安全
あんぜん

靴
ぐつ

、甲
こう

プロテクター
ぷろてくたー

 

 使
つか

う前
まえ

に点検
てんけん

して、良
よ

い物
もの

を正
ただ

しく使
つか

います。 

・ホワイトカーボン
ほわいとかーぼん

（シリカ
しりか

） 

 ケイ
けい

酸
さん

化合物
かごうぶつ

（SiO2・nH2O）で組成
そせい

にカーボン
かーぼん

は含
ふく

まれていません。 

 カーボンブラック
かーぼんぶらっく

に次
つ

ぐ優
すぐ

れた補強
ほきょう

効果
こうか

があり、ホワイトカーボン
ほわいとかーぼん

と呼
よ

ばれます。 

 ゴム
ごむ

の変形
へんけい

回復
かいふく

が早
はや

くなり、タイヤ
たいや

が転
ころ

がりやすくなる、ウエットブレーキ
うえっとぶれーき

性能
せいのう

も良
よ

くなるので、 

 低燃費
ていねんぴ

タイヤ
たいや

にも使
つか

われます。 

＜ま 行
ぎょう

＞ 

・巻
まき

取
と

り装置
そうち

 

 シート
しーと

状
じょう

、ベルト
べると

状
じょう

の押出
おしだし

品
ひん

やチューブ
ちゅーぶ

、ホース
ほーす

などの長
なが

い母材
ぼざい

を、リール
りーる

や芯
しん

に巻
ま

き取
と

り、 

 コンパクト
こんぱくと

にする装置
そうち

です。変形
へんけい

やしわを発生
はっせい

させずに均一
きんいつ

に巻
ま

き取
と

ることが大切
たいせつ

です。 

・巻
ま

き蒸
むし

加硫
かりゅう

 

 押出
おしだ

し加工
かこう

された未
み

加硫
かりゅう

品
ひん

を巻
ま

き取
と

り、トレイ
とれい

（皿
さら

）に乗
の

せて円筒形
えんとうけい

の耐圧
たいあつ

缶
かん

の中
なか

で蒸気
じょうき

で 

 加硫
かりゅう

します。 

・マスターバッチ
ますたーばっち

、A練
ね

り 

 加硫
かりゅう

剤
ざい

以外
いがい

の配合
はいごう

剤
ざい

と原料
げんりょう

ゴム
ごむ

を混
こん

練
ね

りしたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

です。 

・摩耗
まもう

 

 ゴム
ごむ

が接触
せっしょく

している相手
あいて

物
ぶつ

の小
ちい

さな凹凸
おうとつ

に合
あ

わせて変形
へんけい

し、食
く

い込
こ

んで引
ひ

きちぎられることです。 

 歯車
はぐるま

の噛
か

み合
あ

わせのようなものです。 

・マンドレル
まんどれる

加硫
かりゅう

 

 ホース
ほーす

の加硫
かりゅう

方式
ほうしき

です。 

 押出
おしだ

し加工
かこう

で作
つく

られ、裁断
さいだん

されたホース
ほーす

を、マンドレル
まんどれる

と呼
よ

ばれる型
かた

（芯
しん

金
がね

）に一本
いっぽん

一本
いっぽん

挿入
そうにゅう

し、 

 加硫
かりゅう

缶
かん

に入
い

れて熱
ねつ

と圧力
あつりょく

を掛
か

けて加硫
かりゅう

します。 

 
加硫
かりゅう

したホース
ほーす

をマンドレル
まんどれる

から抜
ぬ

き取
と

ると、マンドレル
まんどれる

の形状
けいじょう

をしたホース
ほーす

になります。 
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・見
み

える化
か

 

 「誰
だれ

でも一目
ひとめ

見
み

てわかる作業
さぎょう

場
ば

にする」取
と

り組
く

みです。 

 問題
もんだい

の所在
しょざい

が皆
みんな

に見
み

える様
よう

になり、一人
ひとり

一人
ひとり

が品質
ひんしつ

の良
よ

し悪
あ

しや、生産
せいさん

の進
すす

み具合
ぐあい

などの問題
もんだい

に 

 気付
きづ

いて、改善
かいぜん

の機会
きかい

が生
う

まれます。 

・ムーニー
むーにー

粘度
ねんど

 

 原料
げんりょう

ゴム
ごむ

やゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の流
なが

れやすさを表す
あらわ

値
あたい

です。 

 ムーニー
むーにー

粘度
ねんど

計
けい

により、予熱
よねつ

した後
のち

の所定
しょてい

の時間
じかん

後
ご

の値
あたい

を読
よ

み取
と

ります。 

 混
こん

練
ね

りしたゴム
ごむ

の品質
ひんしつ

を評価
ひょうか

する指標
しひょう

の一
ひと

つで、材料
ざいりょう

毎
ごと

で規格
きかく

が設定
せってい

されています。 

・目
め

ヤニ
やに

 

 焼
や

けたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

がダイ
だい

の出口
でぐち

について固
かた

まったものです。 

 押出
おしだし

品
ひん

の表面
ひょうめん

に傷
きず

やスジ
すじ

を付
つ

けてしまいます。 

・免振
めんしん

ゴム
ごむ

 

 地震
じしん

の揺
ゆ

れをゆっくりした穏
おだ

やかな揺
ゆ

れに変
か

える製品
せいひん

です。 

 ゴム
ごむ

板
いた

と金属板
きんぞくばん

を交互
こうご

に重
かさ

ね合
あ

わせて作
つく

ります。 

・メンテナンス
めんてなんす

、メンテ
めんて

 

 設備
せつび

、型
かた

、治工具
じこうぐ

などの必要
ひつよう

な機能
きのう

を正
ただ

しく使
つか

える状態
じょうたい

に保
たも

つ為
ため

に、清掃
せいそう

、点検
てんけん

、修理
しゅうり

を行
おこな

う 

 ことです。 

＜や 行
ぎょう

＞ 

・ヤケ
やけ

不良
ふりょう

、焼
や

けゴム
ごむ

不良
ふりょう

 

 スコーチ
すこーち

が原因
げんいん

でできる不良
ふりょう

のことです。 

 
加硫
かりゅう

が進んで
すす

しまったゴム
ごむ

材料
ざいりょう

、高温
こうおん

の設備
せつび

や型
かた

、長時間
ちょうじかん

の加工
かこう

によりできる場合
ばあい

や、 

ゴム
ごむ

の流
りゅう

路
ろ

に滞留
たいりゅう

したゴムカス
ごむかす

が入る
はい

ことでできる場合
ばあい

などがあります。 

・破
やぶ

れ 

 押出
おしだ

し加工
かこう

において、チューブ
ちゅーぶ

などの中空
ちゅうくう

品
ひん

で偏肉
へんにく

した薄肉
うすにく

部分
ぶぶん

が内圧
ないあつ

で破
やぶ

れたり、薄
うす

いシート
しーと

 

 
などが焼

や

けゴム
ごむ

や異物
いぶつ

を起点
きてん

として破
やぶ

れることがあります。 
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・有機
ゆうき

溶剤
ようざい

 

 物
もの

を溶
と

かすために化学的
かがくてき

に作
つく

られた液体
えきたい

です。 

 独特
どくとく

の臭
にお

いがあり、有害性
ゆうがいせい

（毒性
どくせい

）や危険性
きけんせい

（引火性
いんかせい

）があります。 

 防毒
ぼうどく

マスク
ますく

や耐
たい

溶剤
ようざい

手袋
てぶくろ

を装着
そうちゃく

して、取
と

り扱い
あつか

には十分
じゅうぶん

に注意
ちゅうい

してください。 

・床面
ゆかめん

 

 躓き
つまず

や滑
すべ

りによる転倒
てんとう

を防
ふせ

ぐ為
ため

、次
つぎ

の事
こと

に注意
ちゅうい

します。 

 ①段差
だんさ

や傾斜
けいしゃ

 

 ②凸凹
でこぼこ

やひび割
わ

れ 

 ③落下
らっか

物
ぶつ

（製品
せいひん

や材料
ざいりょう

） 

 ④水濡れ
みずぬ

や油漏れ
あぶらも

 

 ⑤靴紐
くつひも

の緩
ゆる

みや靴底
くつぞこ

の擦
す

り減
へ

り 

・ユニフォミティ
ゆにふぉみてぃ

 

 タイヤ
たいや

が均一
きんいつ

でないことです。 

 タイヤ
たいや

は色々
いろいろ

な材料
ざいりょう

を複合
ふくごう

積層
せきそう

して作
つく

られるため、寸法
すんぽう

、重量
じゅうりょう

、剛性
ごうせい

（変形
へんけい

のしにくさ）が部分的
ぶぶんてき

に 

 異
こと

なります。 

 その部分
ぶぶん

をタイヤ
たいや

の側面
そくめん

に印
しるし

を付
つ

けて表示
ひょうじ

します。 

 黄色
きいろ

の丸
まる

印
じるし

 ： 「軽
けい

点
てん

」といいます。 

 タイヤ
たいや

全体
ぜんたい

の中
なか

で最
もっと

も軽
かる

い部分
ぶぶん

です。 

 赤色
あかいろ

の丸印
まるじるし

 ： 「ユニフォミティマーク
ゆにふぉみてぃまーく

」と言
い

います。 

 タイヤ
たいや

の外周
がいしゅう

が最
もっと

も大
おお

きい部分
ぶぶん

です。 

＜ら 行
ぎょう

＞ 

・ラジアルタイヤ
らじあるたいや

 

 カーカス
かーかす

が放射状
ほうしゃじょう

（radial）に配置
はいち

されているタイヤ
たいや

です。 

・ラッピング
らっぴんぐ

 

 「ラップ
らっぷ

」と呼
よ

ばれる水平
すいへい

の台
だい

と加工品
かこうひん

の間
あいだ

に研磨剤
けんまざい

を入
い

れて、力
ちから

を掛
か

けながらこすり合
あ

わせて 

 研磨
けんま

する加工
かこう

方法
ほうほう

です。 



 50 / 53 

 

 表面
ひょうめん

が滑
なめ

らかで平
へい

たんになり、寸法
すんぽう

精度
せいど

が上
あ

がります。 

・ラップ
らっぷ

代
しろ

 

 部材
ぶざい

の端末
たんまつ

を重
かさ

ね合
あ

わせる部分
ぶぶん

の長
なが

さです。 

・ラバープロセスアナライザー
らばーぷろせすあならいざー

（RPA） 

 
ゴムコンパウンド
ごむこんぱうんど

の加硫
かりゅう

前
まえ

、加硫
かりゅう

中
ちゅう

、加硫
かりゅう

後
ご

の粘弾性
ねんだんせい

を測定
そくてい

する動的
どうてき

なゴムプロセス
ごむぷろせす

分析
ぶんせき

装置
そうち

 

です。 

 加
くわ

える力
ちから

とひずみの遅
おく

れから粘性
ねんせい

と弾性
だんせい

を評価
ひょうか

します。 

・ラバー
らばー

除
よ

け（寄
よ

せ板
いた

、ハート
はーと

） 

 ロール
ろーる

に巻
ま

き付
つ

いたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

をロール
ろーる

から剥
は

がして、内側
うちがわ

に寄
よ

せる板
いた

です。 

・ランナー
らんなー

 

 スプール
すぷーる

の次
つぎ

に未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

が流
なが

れ込
こ

む通路
つうろ

（流路
りゅうろ

）です。 

 キャビティー
きゃびてぃー

が２つ以上
いじょう

ある場合
ばあい

、複数
ふくすう

のランナー
らんなー

に別
わか

れます。 

・離型剤
りけいざい

 

 ゴム
ごむ

製品
せいひん

が金型
かながた

につかないようにして、金型
かながた

から離
はな

れやすくする薬剤
やくざい

です。 

 金型
かながた

に塗布
とふ

したり、材料
ざいりょう

に配合
はいごう

したりしますが、成形
せいけい

品
ひん

のウエルド
うえるど

割
わ

れに注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

・リサイクル
りさいくる

 

 ゴム
ごむ

のバリ
ばり

や不良
ふりょう

品
ひん

を再利用
さいりよう

することです。 

 細
こま

かく粉砕
ふんさい

して接着剤
せっちゃくざい

で固
かた

めて製品
せいひん

を作
つく

ります。 

 熱
ねつ

や薬品
やくひん

で処理
しょり

して、原材料
げんざいりょう

として使用
しよう

できる未
み

加硫
かりゅう

ゴム
ごむ

に戻
もど

す方法
ほうほう

もあります。 

・リサイクルゴム
りさいくるごむ

 

 スクラップゴム
すくらっぷごむ

の中
なか

で再利用
さいりよう

できるゴム
ごむ

です。 

・リブ
りぶ

 

 ベルト
べると

のプーリー
ぷーりー

との接触
せっしょく

面
めん

に形成
けいせい

された突起
とっき

状
じょう

のものです。 

 Vリブベルト
りぶべると

はプーリー
ぷーりー

との接触面
せっしょくめん

の摩擦
まさつ

係数
けいすう

を高
たか

める為
ため

、長手
ながて

方向
ほうこう

に V型
かた

のリブ
りぶ

があります。 

 ベルト
べると

の強度
きょうど

を保
たも

って、厚
あつ

さを薄
うす

くできる為
ため

、耐
たい

屈曲
くっきょく

疲労性
ひろうせい

が良
よ

く、コード
こーど

（心線
しんせん

）とゴム
ごむ

のクラック
くらっく

 

 （亀裂
きれつ

）が少
すく

なくなります。また、屈曲
くっきょく

変形
へんけい

や摩耗
まもう

、伸
の

びが少
すく

ない為
ため

、張力
ちょうりょく

の低下
ていか

も小
ちい

さくなります。 
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・良品
りょうひん

条件
じょうけん

 

 「保証
ほしょう

された品質
ひんしつ

のものを作
つく

る為
ため

に必要
ひつよう

な条件
じょうけん

」のことです。 

 「同
おな

じ配合
はいごう

、同
おな

じ成形
せいけい

条件
じょうけん

で生産
せいさん

を 行
おこな

えば、いつでも同
おな

じ品質
ひんしつ

になり不良
ふりょう

は発生
はっせい

しない」ということは 

 ありません。 作業
さぎょう

環境
かんきょう

の変化
へんか

、人
ひと

の違
ちが

いなどが製品
せいひん

の出来栄
できば

えに影響
えいきょう

します。 

 作業
さぎょう

環境
かんきょう

を含
ふく

め、作業
さぎょう

ごとに設備
せつび

やソフトウエア
そふとうえあ

、人
ひと

の能力
のうりょく

や作業
さぎょう

方法
ほうほう

などに細
こま

かく分
わ

けて条件
じょうけん

 

 を整備
せいび

する必要
ひつよう

があります。 

・量
りょう

不足
ぶそく

不良
ふりょう

 

 ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の充填
じゅうてん

量
りょう

が足
た

りなく、製品
せいひん

の形
かたち

ができていないものです。 

・ルール
るーる

、決
き

まり 

 安全
あんぜん

を保
たも

つ為
ため

に、大切
たいせつ

なものを守
まも

る為
ため

に、多種
たしゅ

多様
たよう

な人々
ひとびと

をまとめる約束
やくそく

事
ごと

です。 

 職場
しょくば

のルール
るーる

は、決
き

める、守
まも

る、変
か

えることが大切
たいせつ

です。 

・冷却
れいきゃく

装置
そうち

 

 一般的
いっぱんてき

には温度
おんど

を一定
いってい

に保
たも

つ装置
そうち

の総称
そうしょう

としてチラー
ちらー

と言
い

われます。 

 空冷式
くうれいしき

熱交換器
ねつこうかんき

、水冷式
すいれいしき

熱交換器
ねつこうかんき

やクーリングタワー
くーりんぐたわー

などがあります。 

 押出
おしだし

機
き

の冷却
れいきゃく

槽
そう

の様
よう

に、熱交換器
ねつこうかんき

は使
つか

わずに、空気
くうき

や水
みず

で直接
ちょくせつ

冷却
れいきゃく

するものもあります。 

・レーザーマーカー
れーざーまーかー

（位置
いち

決
ぎ

めレーザーライン
れーざーらいん

） 

 タイヤ
たいや

の部材
ぶざい

にレーザー
れーざー

光
こう

を照射
しょうしゃ

して、位置
いち

決
ぎ

めライン
らいん

とします。 

・劣化
れっか

 

 ゴム
ごむ

製品
せいひん

の機能
きのう

や性質
せいしつ

が、時間
じかん

の経過
けいか

や過酷
かこく

な環境
かんきょう

にさらされて低下
ていか

する現象
げんしょう

です。 

 その原因
げんいん

は熱
ねつ

、光
ひかり

（太陽光
たいようこう

）、オゾン
おぞん

、薬品
やくひん

など様々
さまざま

で、いつ劣化
れっか

するのかがわかりにくいです。 

 ゴム
ごむ

では、老化
ろうか

と劣化
れっか

は区別
くべつ

すること無
な

く、使
つか

われます。 

・連続
れんぞく

加硫
かりゅう

 

 連続
れんぞく

して押出
おしだ

される未
み

加硫
かりゅう

品
ひん

を特別
とくべつ

な加熱
かねつ

装置
そうち

の中
なか

を通
とお

して加硫
かりゅう

することです。 

・連続
れんぞく

加硫
かりゅう

装置
そうち

 

 押出
おしだし

品
ひん

の加熱
かねつ

方法
ほうほう

の違
ちが

いにより、４つの常圧
じょうあつ

加硫
かりゅう

装置
そうち

があります。 

 ①UHF（Ultra High Frequency）加硫
かりゅう

装置
そうち

   ： 高周波
こうしゅうは

により内部
ないぶ

発熱
はつねつ

させます。 
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 ②LCM（Liquid Curing Medium）加硫
かりゅう

装置
そうち

  ： 加熱
かねつ

した液体
えきたい

を熱
ねつ

媒体
ばいたい

とします。 

 ③HAV（Hot Air Vulcanization）加硫
かりゅう

装置
そうち

   ： 加熱
かねつ

した空気
くうき

を熱
ねつ

媒体
ばいたい

とします。 

 ④PCM（Particle Curing Medium）加硫
かりゅう

装置
そうち

 ： 加熱
かねつ

したガラスビース
がらすびーす

を熱
ねつ

媒体
ばいたい

とします。 

 ※熱
ねつ

媒体
ばいたい

とは、押出
おしだし

品
ひん

に熱
ねつ

を伝
つた

える物
もの

です。 

・連続
れんぞく

気泡
きほう

、オープンセル
おーぷんせる

 

 セル
せる

（気泡
きほう

）の壁
かべ

（膜
まく

）が壊
こわ

れて、セル
せる

とセル
せる

がつながっている状態
じょうたい

です。 

・老化
ろうか

 

 ゴム
ごむ

製品
せいひん

が時間
じかん

の経過
けいか

とともに脆
もろ

くなったり、表面
ひょうめん

に亀裂
きれつ

が入
はい

ったり、粘着
ねばつ

きがでる現象
げんしょう

です。 

 主
おも

な原因
げんいん

は空気中
くうきちゅう

の酸素
さんそ

による酸化
さんか

です。 

・老化
ろうか

防止
ぼうし

剤
ざい

 

 酸素
さんそ

、オゾン
おぞん

、熱
ねつ

、光
ひかり

などによる、硬化
こうか

や軟化
なんか

、物性
ぶっせい

の低下
ていか

を防
ふせ

ぎます。 

・ロール
ろーる

 

 回転
かいてん

する丸
まる

い筒
つつ

で、内部
ないぶ

に冷却
れいきゃく

水
すい

を通
とお

します。 

 平行
へいこう

に配列
はいれつ

された互
たが

いに逆
ぎゃく

向
む

きに回転
かいてん

するロール
ろーる

は、一方
いっぽう

のロール
ろーる

に練
ね

り生地
きじ

が巻
ま

き付
つ

くように、 

 他方
たほう

のロール
ろーる

よりも回転
かいてん

速度
そくど

が大
おお

きく設定
せってい

されています。 

 巻
ま

き付
つ

いた練
ね

り生地
きじ

はバンク
ばんく

のゴム
ごむ

材料
ざいりょう

と合流
ごうりゅう

して、練
ね

りが繰
く

り返
かえ

されます。 

 ２本
ほん

のロール
ろーる

の回転
かいてん

速度
そくど

の比
ひ

をフリクション
ふりくしょん

比
ひ

と言
い

います。 

・ロール
ろーる

間隙
かんげき

（ニップ
にっぷ

） 

 ロール
ろーる

機
き

のロール
ろーる

とロール
ろーる

の隙間
すきま

のことで、材料
ざいりょう

の硬
かた

さ・粘着性
ねんちゃくせい

や配合剤
はいごうざい

により条件
じょうけん

を変更
へんこう

します。 

 決
き

められた条件
じょうけん

に設定
せってい

しないと、混
こん

練
ね

り後
ご

の材料
ざいりょう

の物性
ぶっせい

が変
か

わる為
ため

、必ず
かなら

守
まも

ることが大切
たいせつ

です。 

・ロール
ろーる

機
き

（オープンロール
おーぷんろーる

機
き

） 

 二本
にほん

のロール
ろーる

で原料
げんりょう

ゴム
ごむ

と配合
はいごう

剤
ざい

を練
ね

り込
こ

む機械
きかい

です。 

 平行
へいこう

に並
なら

べた二本
にほん

のロール
ろーる

にゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を巻
ま

き付
つ

けるので、作業者
さぎょうしゃ

がゴム
ごむ

材料
ざいりょう

の状態
じょうたい

を目
め

で見
み

る 

 ことができます。 

 手
て

指
ゆび

がロール
ろーる

に巻
ま

き込
こ

まれたり、ナイフ
ないふ

で切
き

らない様
よう

に作業
さぎょう

訓練
くんれん

をします。 

 ・握
にぎ

りこぶしでロール
ろーる

のダブリゴム
だぶりごむ

を押
お

す 
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 ・手
て

指
ゆび

はロール
ろーる

の面
めん

頂
ちょう

より奥
おく

に持
も

っていかない 

 ・ロール
ろーる

に巻
ま

き付
つ

いたゴム
ごむ

材料
ざいりょう

を切
き

る時
とき

は、ナイフ
ないふ

をロール
ろーる

の下
した

側
がわ

に当
あ

ててから、巻
ま

き手
て

を上
うえ

に置
お

く。 

 ・ゴム
ごむ

材料
ざいりょう

がロール
ろーる

から剥
は

がれない時
とき

は、ロール
ろーる

の回転
かいてん

を止
と

めてから剥
は

がす。 

 ・顔
かお

は跳
は

ね上
あ

がりゴム
ごむ

が当
あ

たらない様
よう

、ロール
ろーる

に近付
ちかづ

け無
な

い。 

 ・巻
ま

き取
と

りゴム
ごむ

は、必要
ひつよう

以上
いじょう

に大
おお

きくしない（目安
めやす

：直径
ちょっけい

手
て

のひら以下
いか

、長
なが

さ１ｍ未満
みまん

）。 

 ・巻
ま

き取
と

り時
じ

は、なるべくナイフ
ないふ

をロール
ろーる

面
めん

下部
かぶ

に当
あ

て、巻
ま

いている手
て

はバンク
ばんく

から１５ｃｍ以上
いじょう

離
はな

す。 

 ・巻
ま

き取
と

りゴム
ごむ

を切
き

り取
と

る時
とき

は、添
そ

え手
て

（ナイフ
ないふ

を持
も

たない方
ほう

の手
て

）をゴム
ごむ

の下
した

に挿入
そうにゅう

しない。 

 ・1台
だい

のロール
ろーる

で二人
ふたり

同時
どうじ

に、左
ひだり

・右
みぎ

からナイフ
ないふ

を持
も

って作業
さぎょう

してはいけない。 

 ・ゴム
ごむ

を切
き

る場合
ばあい

、ナイフ
ないふ

を先
さき

にあてがい、添
そ

え手
て

は後
あと

から持
も

っていく。 

 ・ナイフ
ないふ

はしっかり握
にぎ

り、外
はず

れや滑
すべ

りに気
き

を付
つ

け、外
はず

れても身体
からだ

の各部
かくぶ

に当
あ

たらぬよう身構
みがま

える。 

 ・ナイフ
ないふ

は必要
ひつよう

時
じ

以外
いがい

、ホルダー
ほるだー

、フレーム
ふれーむ

など安定
あんてい

した場所
ばしょ

に置
お

き、持
も

ったまま作業
さぎょう

をしない。 

 ・ナイフ
ないふ

を持
も

っている時
とき

は、自分
じぶん

だけでなく周囲
しゅうい

の人
ひと

にも、当
あ

てぬよう気
き

を付
つ

ける。 

 ・巻
ま

き取
と

りゴム
ごむ

がロール
ろーる

のゴム
ごむ

に付着
ふちゃく

した場合
ばあい

は、無理
むり

に引
ひ

き取
と

ろうとせず、再度
さいど

巻
ま

き直
なお

す。 

・ロット
ろっと

管理
かんり

 

 ロット
ろっと

とは「同
おな

じ条件
じょうけん

で製造
せいぞう

される製造
せいぞう

数量
すうりょう

や出荷
しゅっか

数量
すうりょう

の”最小
さいしょう

単位
たんい

”」のことです。 

  材料
ざいりょう

や加工品
かこうひん

、製品
せいひん

にロット
ろっと

番号
ばんごう

を付
つ

けて管理
かんり

します。 

 材料
ざいりょう

ロット
ろっと

変更
へんこう

時
じ

には、材料
ざいりょう

が同
おな

じでも 必
かなら

ず生産
せいさん

日報
にっぽう

などに記録
きろく

します。 

  

 2026年
ねん

6月
がつ

23日
にち

 改訂
かいてい

 


